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(57)【要約】
水溶性繊維構造体と１つ以上の粒子とを含む水溶性単位
用量物品の形態の、布地又は硬質表面上に活性剤を送達
する家庭用ケア組成物、並びにその作製方法が本明細書
に記載される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塩基ｐＨ調整剤及び少なくとも１つのプロテアーゼ酵素を含む水溶性繊維構造体を含む
、水溶性単位用量物品。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのプロテアーゼが、６．５～１１．５の等電点を有する、請求項１
に記載の水溶性単位用量物品。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのプロテアーゼが、９～１０の等電効果を有する、請求項１又は２
に記載の水溶性単位用物品。
【請求項４】
　前記塩基ｐＨ調整剤が、硫酸イオン、リン酸二水素イオン、フッ化物イオン、亜硝酸イ
オン、酢酸イオン、炭酸水素イオン、硫化水素イオン、アンモニア、炭酸イオン、水酸化
物イオン、及びこれらの組み合わせを含む群から選択される、請求項１～３のいずれか一
項に記載の水溶性単位用量物品。
【請求項５】
　前記塩基ｐＨ調整剤が、水酸化物イオンを含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の
水溶性単位用量物品。
【請求項６】
　前記１つ以上のプロテアーゼ酵素が、メタロプロテアーゼ、中性プロテアーゼ、アルカ
リ性プロテアーゼ、セリンプロテアーゼ、及びこれらの組み合わせからなる群から選択さ
れる、請求項１～５のいずれか一項に記載の水溶性単位用量物品。
【請求項７】
　前記プロテアーゼが、動物、植物、又は微生物起源である、請求項１～６のいずれか一
項に記載の水溶性単位用量物品。
【請求項８】
　前記プロテアーゼが、メタロプロテアーゼ又はセリンプロテアーゼの遺伝子改変変異体
である、請求項１～７のいずれか一項に記載の水溶性単位用量。
【請求項９】
　水溶性単位用量が、１つ以上の非プロテアーゼ酵素を更に含み、前記１つ以上の非プロ
テアーゼ酵素が、リパーゼ、アミラーゼ、セルラーゼ、キシログルカナーゼ、及びこれら
の組み合わせからなる群から選択される、請求項１～８のいずれか一項に記載の水溶性単
位用量物品。
【請求項１０】
　前記水溶性単位用量物品が、１０重量％～８０％のアルキルアルコキシル化サルフェー
トを含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の水溶性単位用量物品。
【請求項１１】
　各繊維要素が、乾燥繊維要素基準で１０重量％～９０重量％の、界面活性剤、ビルダー
、ポリマー分散剤、酵素、酵素安定剤、漂白系、増白剤、色相剤、キレート剤、抑泡剤、
コンディショニング剤、保湿剤、香料、香料マイクロカプセル、充填剤又はキャリア、ア
ルカリ性系、ｐＨ制御系、緩衝剤、アルカノールアミン、蚊忌避剤、及びこれらの混合物
からなる群から選択される活性剤、好ましくは界面活性剤を含む、請求項１～１０のいず
れか一項に記載の水溶性単位用量物品。
【請求項１２】
　前記アルキルアルコキシル化サルフェート界面活性剤が、好ましくは１～３．５、より
好ましくは１～３、更により好ましくは１～２の平均エトキシル化度を有するアルキルエ
トキシル化界面活性剤である、請求項１～１１のいずれか一項に記載の水溶性単位用量物
品。
【請求項１３】
　前記アルキルアルコキシル化サルフェートが、１０個～１６個の炭素原子、好ましくは
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１２個～１５個の炭素原子、更により好ましくは１４個～１５個の炭素原子の平均アルキ
ル鎖長を有する、請求項１～１２のいずれか一項に記載の水溶性単位用量物品。
【請求項１４】
　前記アルキルアルコキシル化サルフェートが、０．５～３．０の平均エトキシル化度を
有するエトキシル化Ｃ１２～Ｃ１８アルキルサルフェートである、請求項１～１３のいず
れか一項に記載の水溶性単位用量物品。
【請求項１５】
　前記１つ以上のプロテアーゼ酵素及び１つ以上の他の酵素が、顆粒、スラリーへのスプ
レー、又はこれらの組み合わせとして前記物品内に組み込まれる、請求項１～１４のいず
れか一項に記載の水溶性単位用量物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　水溶性繊維構造体と１つ以上の粒子とを含む水溶性単位用量物品の形態の、布地上又は
硬質表面上に活性剤を送達する家庭用ケア組成物、並びにその作製方法が本明細書に記載
される。
【背景技術】
【０００２】
　水溶性単位用量物品は、布地又は硬質表面処理組成物を投入する便利で、効率的で、か
つ清潔な方法を提供するので、消費者に望まれている。水溶性単位用量物品は、一定投入
量の処理組成物を提供し、それによって、過剰投入又は過少投入を回避する。繊維性水溶
性単位用量物品に対する消費者の関心がますます高まってきている。このような物品に関
連する技術は、消費者が達成しようとする作業を行うことを可能にする物品と共に、所望
の活性剤を供給するという面から進化し続けている。消費者は、液体、粉末、及び水溶性
フィルムで構成された単位用量物品などの従来の形態の布地処理組成物と同等以上の洗浄
能力をもつ繊維性水溶性単位用量物品を望んでいる。従来の布地洗剤の配合者は、洗剤中
にアルキルアルコキシル化サルフェート界面活性剤を組み込むことにより、特に特定の洗
浄条件における及び特定の消費者に関連する染みに対する洗剤の洗浄性能を改善できるこ
とを理解している。しかし、多くの異なる種類の染みは、異なる洗浄条件及び洗浄組成物
で異なる反応を示す。したがって、配合者は、より広範な洗浄条件でより広範な染みを処
理するために、アルキルアルコキシル化サルフェート及びアルコキシル化脂肪族アルコー
ル界面活性剤を直鎖状アルキルベンゼンスルホネートなどの他のアニオン性界面活性剤と
組み合わせて組み込む場合もある。しかしながら、有効性は、洗浄条件及び単位用量中の
他の成分に応じて変化し得る。除去するのが困難であり得る１つの具体的な種類の染みは
、身体の油又は皮脂を原因とする染みである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　したがって、皮脂などの身体の油染みを除去することが可能な、繊維性水溶性単位用量
を処方する必要がある。更に、衣類から皮脂の染みを除去する洗濯方法を有することも必
要とされている。驚くべきことに、本明細書に記載されるように、プロテアーゼ及び塩基
ｐＨ調整剤を含む水溶性単位用量物品は、身体汚れの染みの除去を改善することが見出さ
れた。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　溶性単位用量物品が開示される。水溶性単位用量物品は、塩基ｐＨ調整剤及び少なくと
も１つのプロテアーゼ酵素を含む水溶性繊維構造体を含む。
【０００５】
　水溶性単位用量物品が更に開示される。水溶性単位用量物品は、約１０重量％～約８０
％のアルキルアルコキシル化サルフェートと、１つ以上の塩基ｐＨ調整剤と、１つ以上の
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プロテアーゼ酵素と、を含む複数の繊維要素を含む水溶性繊維構造体を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】多プライ繊維構造体の例の断面図の概略図である。
【図２】水溶性単位用量物品の例の断面図を示すマイクロＣＴスキャン画像である。
【図３】材料のプライを作製するプロセスである。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　定義
　本発明の特性及び利点は、本発明の幅広い表現を与えるように意図される例を含む以下
の記述から明らかになる。様々な修正がこの記述及び本発明の実施から当業者には明白と
なるであろう。この範囲は開示される特定の形態に限定されるようには意図されず、本発
明は、特許請求の範囲によって定義されるような本発明の趣旨及び範囲内に含まれる全て
の修正、均等物、及び代替物を網羅する。
【０００８】
　本明細書で使用するとき、「ｔｈｅ」、「ａ」及び「ａｎ」などの冠詞は、特許請求の
範囲又は明細書において使用される場合、特許請求又は記載されているものの１つ以上の
ものを意味すると理解される。
【０００９】
　本明細書で使用するとき、用語「含む（include）」、「含む（includes）」及び「含
んでいる（including）」は、非限定であることが意図される。
【００１０】
　「実質的に含まない」又は「実質的にない」という用語は、本明細書で使用するとき、
その成分が完全に存在しないこと、又は単に不純物として若しくは別の成分の意図されな
い副産物として、その最少量であることのいずれかを指す。ある成分を「実質的に含まな
い」組成物とは、当該組成物が、当該組成物の約０．５重量％、０．２５重量％、０．１
重量％、０．０５重量％、又は０．０１重量％未満、又は更には０重量％しか当該成分を
含まないことを意味する。
【００１１】
　用語「含む」は、用語「含む」が「からなる」又は「から本質的になる」ことを意味す
る実施形態も含むことを理解すべきである。
【００１２】
　本明細書で使用するとき、「皮脂」は、皮脂腺の油性分泌物、及び皮脂腺の油性分泌物
を再現することを意図した任意の人工組成物を指す。例示的な皮脂としては、欧州特許第
１４８２９０７号に記載されている人工皮脂、欧州特許第０１４２８３０（Ｂ１）号に記
載されている人工皮脂、Ｄ４２６５－１４による人工皮脂、ＣＦＴ　ＰＣＳ－１３２とし
て販売されている人工皮脂が挙げられるが、これらに限定されない。ＣＦＴ　ＰＣＳ－１
３２は、１８％遊離脂肪酸、３２％牛脂（ステアリン酸／オレイン酸トリグリセリド）、
４％脂肪酸トリグリセリド、１２％炭化水素混合物、１８％ラノリン（ろう様エステル、
Ｃ１３～Ｃ２４）、１２％Ｃｕｔｉｎａ（ろう及びろうエステル）、及び４％コレステロ
ールの推定組成を有する。
【００１３】
　引用される特許文献及びその他の文献は全て、関連部分において、あたかもそれが本明
細書に完全に再び述べられているかのように参照により組み込まれる。いかなる特許文献
又はその他の文献の引用も、引用される特許文献及びその他の文献が本発明に対する先行
技術であると認めるものではない。
【００１４】
　本明細書において、別に指示がない限り、全ての濃度及び比率は、組成物の重量基準で
ある。
【００１５】
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　本明細書の全体をとおして与えられる全ての最大数値限定は、それよりも小さい全ての
数値限定を、かかるより小さい数値限定があたかも本明細書に明確に記載されているかの
ように含むものと理解すべきである。本明細書の全体をとおして与えられる全ての最小数
値限定は、それよりも高い全ての数値限定を、かかるより高い数値限定があたかも本明細
書に明確に記載されているかのように含む。本明細書の全体をとおして与えられる全ての
数値範囲は、かかるより広い数値範囲内に含まれるより狭い全ての数値範囲を、かかるよ
り狭い数値範囲があたかも全て本明細書に明確に記載されているかのように含む。
【００１６】
　繊維性水溶性単位用量物品
　本明細書で使用するとき、語句「水溶性単位用量物品」、「水溶性繊維構造体」、及び
「水溶性繊維要素」は、単位用量物品、繊維構造体、及び繊維要素が水と混和性であるこ
とを意味する。換言すれば、単位用量物品、繊維構造体、又は繊維要素は、周囲条件で水
と均質な溶液を形成することができる。本明細書で使用するとき、「周囲条件」とは、２
３℃±１．０℃及び相対湿度５０％±２％を意味する。水溶性単位用量物品は、水性洗浄
条件で約２０マイクロメートル未満又は約５０マイクロメートル未満の懸濁平均粒径で分
散可能である不溶性物質を含有していてもよい。
【００１７】
　繊維性水溶性単位用量物品は、参照によりその全体が組み込まれる、２０１８年１月２
６日に出願された米国特許出願公開第１５／８８０，５９４号、２０１８年１月２６日出
願の米国特許出願公開第１５／８８０，５９９号、及び２０１８年１月２６日出願の米国
特許出願公開第１５／８８０，６０４号に見出される開示のいずれかを含んでいてよい。
【００１８】
　これら繊維性水溶性単位用量物品は、様々な洗浄条件下、例えば、低温、少ない水量及
び／又は短い洗浄サイクル若しくは消費者が洗濯機に、特に高い吸水能を有する品目を入
れすぎた場合のサイクルの下で溶解することができると同時に、（今日の液体製品と同様
の性能で）対象とする消費者基材に対して、意図する効果を発揮するのに十分な活性剤を
送達する。更に、本明細書に記載の水溶性単位用量物品は、活性剤を含む繊維を紡糸する
ことによって、経済的に製造することができる。本明細書に記載の水溶性単位用量物品は
、改善された洗浄性能も有する。
【００１９】
　繊維性水溶性単位用量物品の表面は、印刷領域を含んでいてもよい。印刷領域は、物品
の表面の約１０％～約１００％を網羅していてよい。印刷領域は、インク、顔料、染料、
青味剤、又はこれらの混合物を含んでいてよい。印刷領域は、不透明でも、半透明でも、
透明でもよい。印刷領域は、単色を含んでいても、複数の色を含んでいてもよい。印刷領
域は、物品の１つを超える側面上に存在してよく、説明の文章及び／又は図形を含んでい
てよい。水溶性単位用量物品の表面は、嫌悪剤、例えば、苦味剤を含んでいてよい。好適
な苦味剤としては、ナリンギン、スクロース八酢酸、塩酸キニーネ、安息香酸デナトニウ
ム、又はこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。任意の好適な濃度の嫌
悪剤を使用してよい。好適な濃度としては、１～５０００ｐｐｍ、又は更には１００～２
５００ｐｐｍ、又は更には２５０～２０００ｐｐｍが挙げられるが、これらに限定されな
い。
【００２０】
　本明細書に開示される水溶性単位用量物品は、水溶性繊維構造体及び１つ以上の粒子を
含む。水溶性繊維構造体は、複数の繊維要素、例えば複数のフィラメントを含んでいてよ
い。１つ以上の粒子、例えば１つ以上の活性剤含有粒子は、構造体全体にわたって分布し
得る。水溶性単位用量物品は、相互に絡み合っているか、ないしは別の方法で互いに関連
付けられて繊維構造体を形成する複数の２つ以上及び／又は３つ以上の繊維要素と、当該
繊維構造体全体にわたって分布し得る１つ以上の粒子とを含んでいてよい。
【００２１】
　繊維性水溶性単位用量物品は、本明細書に記載の厚さ試験法によって測定したとき、０



(6) JP 2021-528534 A 2021.10.21

10

20

30

40

50

．０１ｍｍ超、及び／又は０．０５ｍｍ超、及び／又は０．１ｍｍ超、及び／又は約１０
０ｍｍ以下、及び／又は約５０ｍｍ以下、及び／又は約２０ｍｍ以下、及び／又は約１０
ｍｍ以下、及び／又は約５ｍｍ以下、及び／又は約２ｍｍ以下、及び／又は約０．５ｍｍ
以下、及び／又は約０．３ｍｍ以下の厚さを呈し得る。
【００２２】
　繊維性水溶性単位用量物品は、本明細書に記載の坪量試験法に従って測定したとき、約
５００グラム／ｍ２～約５，０００グラム／ｍ２、又は約１，０００グラム／ｍ２～約４
，０００グラム／ｍ２、又は約１，５００グラム／ｍ２～約３，５００グラム／ｍ２、又
は約２，０００グラム／ｍ２～約３，０００グラム／ｍ２の坪量を有し得る。
【００２３】
　繊維性水溶性単位用量物品は、水溶性繊維構造体と、当該構造体全体にわたって分布す
る複数の粒子とを含んでいてよく、当該水溶性繊維構造体は、組成上の観点から、同一又
は実質的に同一の複数の繊維要素を含む。水溶性繊維構造体は、２つ以上の異なる繊維要
素を含んでよい。繊維要素の相違点の非限定的な例は、直径、長さ、質感、形状、剛性、
弾性の違いなどの物理的な違い；架橋レベル、溶解度、融点、Ｔｇ、活性剤、フィラメン
ト形成材料、色、活性剤の濃度、坪量、フィラメント形成材料の濃度、繊維要素上の任意
コーティングの存在、生分解性であるか否か、疎水性であるか否か、接触角などの化学的
な違い；意図される使用条件に繊維要素が曝されたときに、繊維要素がその物理的構造を
失うかどうかの違い；意図される使用条件に繊維要素が曝されたときに、繊維要素の形態
が変化するかどうかの違い；及び意図される使用条件に繊維要素が曝されたときに、繊維
要素がその活性剤のうちの１つ以上を放出する速度の違いであり得る。繊維構造体内の２
つ以上の繊維要素は、異なる活性剤を含んでいてよい。これは、異なる活性剤、例えばア
ニオン性界面活性剤及びカチオン性ポリマーが互いに不適合であり得る場合であり得る。
異なる繊維要素を使用するとき、得られる構造体は、異なる湿潤、吸水、及び溶解度の特
徴を呈し得る。
【００２４】
　繊維性水溶性単位用量物品は、異なる領域、例えば坪量、密度、キャリパー（caliper
）、及び／又は湿潤の特徴の異なる領域を呈し得る。繊維性水溶性単位用量物品は、端封
点で圧縮されてもよい。繊維性水溶性単位用量物品は、その表面の１つ以上に織り目（te
xture）を含んでいてよい。繊維性水溶性単位用量物品の表面は、非ランダムな反復パタ
ーンなどのパターンを含んでいてよい。繊維性水溶性単位用量物品は、開口部を含んでい
てよい。繊維性水溶性単位用量物品は、構造体における繊維要素の他の領域とは異なる、
繊維要素の離散領域を有する繊維構造体を含んでいてよい。繊維性水溶性単位用量物品は
、そのまま使用されてもよく、１つ以上の活性剤でコーティングされてもよい。
【００２５】
　繊維性水溶性単位用量物品は、１つ以上のプライを含んでいてよい。繊維性水溶性単位
用量物品は、少なくとも２つの、及び／又は少なくとも３つの、及び／又は少なくとも４
つの、及び／又は少なくとも５つのプライを含んでいてよい。繊維性プライは、繊維構造
体であり得る。各プライは、１つ以上の層、例えば、１つ以上の繊維要素層、１つ以上の
粒子層、及び／又は１つ以上の繊維要素／粒子混合層を含んでいてよい。当該層は封止さ
れてもよい。特に、粒子層及び繊維要素／粒子混合物層は、粒子が漏出しないように封止
され得る。水溶性単位用量物品は、複数のプライを含んでいてよく、各プライは、１つの
層が繊維要素層であり、１つの層が繊維要素／粒子混合層である２つの層を含み、複数の
プライは一緒に封止される（例えば、縁部で）。封止は、粒子の漏出を阻止することに加
えて、単位用量物品がその元の構造を維持するのに役立ち得る。しかしながら、水溶性単
位用量物品を水に添加した際、単位用量物品は溶解して、粒子を洗浄液中に放出する。
【００２６】
　図２は、３つのプライを含む水溶性単位用量物品の例の断面図を示すマイクロＣＴスキ
ャン画像であり、図中、各プライは、繊維状要素層及び繊維要素／粒子混合物層の２つの
層で形成されている。３つのプライのそれぞれは、複数の繊維要素３０、この場合フィラ
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メントと、複数の粒子３２とを含む。多プライの多層物品は、粒子が漏出しないように縁
部２００で封止される。物品２０２の外面は、繊維要素層である。
【００２７】
　繊維要素及び／又は粒子は、異なる活性剤を含む２つ以上の領域を水溶性単位用量物品
に提供するように、当該物品内、単一プライ内、又は複数のプライ内に配置され得る。例
えば、物品の１つの領域は、漂白剤及び／又は界面活性剤を含んでいてよく、物品の別の
領域は、柔軟剤を含んでいてよい。
【００２８】
　繊維性水溶性単位用量物品は、消費者が水溶性物品と相互作用する形態から始まり、水
溶性物品が作製される原材料、例えば、プライ、繊維構造体、及び粒子に向かって逆に作
用するように階層的に見ることができる。繊維性プライは、繊維構造体であり得る。例え
ば、図１は、第１のプライ１０及び第１のプライ１０に関連付けられている第２のプライ
１５を示し、第１のプライ１０及び第２のプライ１５はそれぞれ、複数の繊維要素３０、
この場合フィラメントと複数の粒子３２とを含む。第２のプライ１５では、粒子３２は、
ｘ軸、ｙ軸、及びｚ軸にランダムに分散しており、第１のプライでは、粒子３２はポケッ
ト内にある。
【００２９】
　驚くべきことに、水溶性繊維構造体と、本明細書に記載のアルキルアルコキシル化サル
フェートを含む１つ以上のレオロジー変性粒子とを含む繊維性水溶性単位用量物品は、改
善された溶解及び洗浄を呈することが見出された。より具体的には、本明細書に記載の水
溶性単位用量物品は、水溶性繊維構造体と、（ａ）約１０重量％～約８０重量％のアルキ
ルアルコキシル化サルフェート及び（ｂ）約０．５重量％～約２０重量％のレオロジー変
性剤を含む１つ以上のレオロジー変性粒子とを含んでいてよい。本明細書に記載の粒子は
、（上記の界面活性剤に加えて）１つ以上の追加の活性剤を含んでよい。
【００３０】
　レオロジー変性粒子は、
　（ａ）約１０重量％～約８０重量％のアルキルアルコキシル化サルフェートと、
　（ｂ）約０．５重量％～約２０重量％の、アルコキシル化アミン、好ましくはアルコキ
シル化ポリアミン、より好ましくは四級化又は非四級化アルコキシル化ポリエチレンイミ
ンからなる群から選択されるレオロジー変性剤であって、当該アルコキシル化ポリアルキ
レンイミンが、ポリアルキレンイミンコアにおける少なくとも１つの窒素原子に結合して
いる１以上のアルコキシ側鎖を有するポリアルキレンイミンコア、エチレンオキシド－プ
ロピレンオキシド－エチレンオキシド（ＥＯｘ１ＰＯｙＥＯｘ２）トリブロックコポリマ
ーであって、ｘ１及びｘ２のそれぞれは約２～約１４０の範囲であり、ｙは約１５～約７
０の範囲であるトリブロックコポリマー、及びこれらの混合物を有する、レオロジー変性
剤とを含んでいてよい。
【００３１】
　本明細書で使用するとき、用語「レオロジー変性剤」は、濃縮界面活性剤の粘度及び弾
性を実質的に低下させるように、濃縮界面活性剤、好ましくは中間状態の相構造を有する
濃縮界面活性剤と相互作用する材料を意味する。好適なレオロジー変性剤としては、ソル
ビトールエトキシレート、グリセロールエトキシレート、ソルビタンエステル、タローア
ルキルエトキシル化アルコール、エチレンオキシド－プロピレンオキシド－エチレンオキ
シド（ＥＯｘ１ＰＯｙＥＯｘ２）トリブロックコポリマーであって、ｘ１及びｘ２のそれ
ぞれは約２～約１４０の範囲であり、ｙは約１５～約７０の範囲であるトリブロックコポ
リマー、アルコキシル化アミン、アルコキシル化ポリアミン、ポリエチレンイミン（poly
ethyleneimine、ＰＥＩ）、ＰＥＩのアルコキシル化変異型、好ましくはエトキシル化Ｐ
ＥＩ、及びこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。レオロジー変性剤は
、約２，０００ダルトン～約８，０００ダルトンの重量平均分子量を有するポリエチレン
グリコール（polyethylene glycol、ＰＥＧ）と組み合わせて、上記のポリマーのうちの
１つ、例えば、エトキシル化ＰＥＩを含んでいてよい。
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【００３２】
　本明細書で使用するとき、用語「機能性レオロジー変性剤」は、追加の洗剤機能性を有
するレオロジー変性剤を意味する。場合によっては、本明細書で以下に記載される分散剤
ポリマーが、機能性レオロジー変性剤としても機能し得る。機能性レオロジー変性剤は、
組成物の約０．５重量％～約２０重量％、好ましくは約１重量％～約１５重量％、より好
ましくは約２重量％～約１０重量％の濃度で本発明の洗剤粒子中に存在し得る。
【００３３】
　理論に束縛されるものではないが、機能性レオロジー変性剤は、中間相界面活性剤、特
にアルコール系アニオン性サルフェート界面活性剤の分子構造と相互作用することができ
、当該中間相は、固相界面活性剤よりも多くの水を有し、洗浄溶液に特有のミセル相より
も少ない水を有すると考えられる。換言すれば、中間相界面活性剤は、水溶性繊維構造体
及び粒子を含む繊維性水溶性単位用量物品の成功使用において達成され得る、固体からミ
セル相への移行状態を表し、この中間状態のレオロジーが粘稠又は粘着性でありすぎる場
合、不十分な局所希釈及び／又は不十分な剪断の状況下で、布地に望ましくない残渣が生
じる場合がある。当該中間相の粘度及び弾性を実質的に低減することにより、レオロジー
変性剤が分散を支援するので、布地に残渣が形成されるリスクが軽減する。更に、形成さ
れ得る任意の残渣、例えば、塊状ゲルについては、レオロジー変性剤がその持続性を低減
することができる。正味の効果は、洗浄を通して布地に残存する界面活性剤残渣の発生を
軽減することである。
【００３４】
　アルコキシル化アミン：アルコキシル化アミンは、濃縮界面活性剤混合物のｐＨ範囲に
わたって部分的に若しくは完全にプロトン化されていてもよく、プロトン化されていなく
てもよい。あるいは、アルコキシル化アミンは、部分的に又は完全に四級化されていても
よい。アルコキシル化アミンは、四級化されていなくてもよい。アルコキシル化アミンは
、エトキシレート（ＥＯ）基を含んでいてよい。
【００３５】
　アルコキシル化アミンは、直鎖状、分枝状、又はこれらの組み合わせであってよく、好
ましくは分枝状であってよい。
【００３６】
　アルコキシル化アミンは、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラ（２－ヒドロキシエチル）エチ
レンジアミン（ヒドロキシアルキルアミンの種類としても記載される）などの２つ以上の
アミン部分を含有していてよい。Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラ（２－ヒドロキシエチル）
エチレンジアミンは、キレート剤としても機能する。
【００３７】
　アルコキシル化アミンは、アルコキシル化ポリアルキレンイミンを含むアルコキシル化
アミンを含んでいてよい（又はであってもよい）。アルコキシル化ポリアルキレンイミン
は、アルコキシル化ポリエチレンイミン（ＰＥＩ）であってよい。
【００３８】
　典型的に、アルコキシル化ポリアルキレンイミンポリマーは、ポリアルキレンイミン骨
格鎖を含む。ポリアルキルイミンは、Ｃ２アルキル基、Ｃ３アルキル基、又はこれらの混
合物、好ましくはＣ２アルキル基を含んでいてよい。アルコキシル化ポリアルキレンイミ
ンポリマーは、ポリエチレンイミン（「ＰＥＩ」）骨格鎖を有していてよい。
【００３９】
　アルコキシル化ＰＥＩは、エトキシル化前に測定したとき、約４００～約１０００、又
は約５００～約７５０、又は約５５０～約６５０、又は約６００の重量平均分子量を有す
るポリエチレンイミン骨格鎖を含んでいてよい。
【００４０】
　本明細書に記載のポリマーのＰＥＩ骨格鎖は、アルコキシル化前に、以下の一般実験式
：
【００４１】
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【化１】

　（式中、Ｂは、分岐によるこの構造の連続を表す）を有していてよい。いくつかの態様
では、ｎ＋ｍは、８、又は１０、又は１２、又は１４、又は１８、又は２２以上である。
【００４２】
　アルコキシル化ポリアルキレンイミンポリマーは、アルコキシル化窒素基を含む。アル
コキシル化ポリアルキレンイミンポリマーは、独立して、アルコキシル化窒素１個当たり
平均して、約５０以下、又は約４０以下、又は約３５以下、又は約３０以下、又は約２５
以下、又は約２０以下のアルコキシレート基を含んでいてよい。アルコキシル化ポリアル
キレンイミンポリマーは、独立して、アルコキシル化窒素１個当たり平均して、少なくと
も約５、又は少なくとも約１０、又は少なくとも約１５、又は少なくとも約２０のアルコ
キシレート基を含んでいてよい。
【００４３】
　アルコキシル化ポリアルキレンイミンポリマー、好ましくはアルコキシル化ＰＥＩは、
エトキシレート（ＥＯ）基、プロポキシレート（ＰＯ）基、又はこれらの組み合わせを含
んでいてよい。アルコキシル化ポリアルキレンイミンポリマー、好ましくはアルコキシル
化ＰＥＩは、エトキシレート（ＥＯ）基を含んでいてよい。アルコキシル化ポリアルキレ
ンイミンポリマー、好ましくはアルコキシル化ＰＥＩは、プロポキシレート（ＰＯ）基を
含んでいなくてよい。
【００４４】
　アルコキシル化アミン、好ましくはアルコキシル化ポリアルキレンイミンポリマー、よ
り好ましくはアルコキシル化ＰＥＩは、アルコキシル化窒素１個当たり平均して、約１～
５０のエトキシレート（ＥＯ）基及び約０～５のプロポキシレート（ＰＯ）基を含んでい
てよい。アルコキシル化ポリアルキレンイミンポリマー、好ましくはアルコキシル化ＰＥ
Ｉは、アルコキシル化窒素１個当たり平均して、約１～５０のエトキシレート（ＥＯ）基
を含んでいてよく、かつプロポキシレート（ＰＯ）基を含まない。アルコキシル化ポリア
ルキレンイミンポリマー、好ましくはアルコキシル化ＰＥＩは、アルコキシル化窒素１個
当たり平均して、約１０～３０のエトキシレート（ＥＯ）基、好ましくは約１５～２５の
エトキシレート（ＥＯ）基を含んでいてよい。
【００４５】
　好適なポリアミンとしては、低分子量、水溶性、かつ軽度にアルコキシル化されたエト
キシル化／プロポキシル化ポリアルキレンアミンポリマーが挙げられる。「軽度にアルコ
キシル化された」とは、本発明のポリマーが、窒素１個当たり平均して約０．５～約２０
、又は０．５～約１０のアルコキシル化を生じさせることを意味する。ポリアミンは「実
質的に非荷電」であってもよく、これはｐＨ１０又はｐＨ７でポリアルキレンアミンポリ
マーの主鎖中に存在する約４０個の窒素毎に約２個以下の正電荷が存在することを意味す
る。しかしながら、ポリマーの電荷密度はｐＨと共に変化し得ることが認識されている。
【００４６】
　ＰＥＩ６００　ＥＯ２０などの好適なアルコキシル化ポリアルキレンイミンは、ＢＡＳ
Ｆ（Ｌｕｄｗｉｇｓｈａｆｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）から入手可能である。
【００４７】
　エチレンオキシド－プロピレンオキシド－エチレンオキシド（ＥＯｘ１ＰＯｙＥＯｘ２
）トリブロックコポリマー：エチレンオキシド－プロピレンオキシド－エチレンオキシド
（ＥＯｘ１ＰＯｙＥＯｘ２）トリブロックコポリマーにおいて、ｘ１及びｘ２のそれぞれ
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は約２～約１４０の範囲であり、ｙは約１５～約７０の範囲である。エチレンオキシド－
プロピレンオキシド－エチレンオキシド（ＥＯｘ１ＰＯｙＥＯｘ２）トリブロックコポリ
マーは、好ましくは、２０～７０、好ましくは３０～６０、より好ましくは４５～５５の
プロピレンオキシド単位の平均プロピレンオキシド鎖長を有する。
【００４８】
　好ましくは、エチレンオキシド－プロピレンオキシド－エチレンオキシド（ＥＯｘ１Ｐ
ＯｙＥＯｘ２）トリブロックコポリマーは、約１０００～約１０，０００ダルトン、好ま
しくは約１５００～約８０００ダルトン、より好ましくは約２０００～約７０００ダルト
ン、更により好ましくは約２５００～約５０００ダルトン、最も好ましくは約３５００～
約３８００ダルトンの重量平均分子量を有する。
【００４９】
　好ましくは、各エチレンオキシドブロック又は鎖は、独立して、２～９０、好ましくは
３～５０、より好ましくは４～２０のエチレンオキシド単位の平均鎖長を有する。
【００５０】
　好ましくは、コポリマーは、コポリマーの１０重量％～９０重量％、好ましくは１５重
量％～５０重量％、最も好ましくは１５重量％～２５重量％の複合エチレン－オキシドブ
ロックを含む。最も好ましくは、総エチレンオキシド含量は、２つのエチレンオキシドブ
ロックに等しく分けられる。本明細書において等しく分けられるとは、各エチレンオキシ
ドブロックが平均でエチレンオキシド単位の総数の４０％～６０％、好ましくは４５％～
５５％、更により好ましくは４８％～５２％、最も好ましくは５０％を含み、両エチレン
オキシドブロックの％が合計１００％になることを意味する。いくつかのエチレンオキシ
ド－プロピレンオキシド－エチレンオキシド（ＥＯｘ１ＰＯｙＥＯｘ２）トリブロックコ
ポリマー（式中、ｘ１及びｘ２のそれぞれは、約２～約１４０の範囲であり、ｙは、約１
５～約７０の範囲である）は、洗浄性を改善する。
【００５１】
　好ましくは、コポリマーは、約３５００～約３８００ダルトンの重量平均分子量、４５
～５５のプロピレンオキシド単位のプロピレンオキシド含量、並びにエチレンオキシドブ
ロック当たり４～２０のエチレンオキシド単位のエチレンオキシド含量を有する。
【００５２】
　好ましくは、エチレンオキシド－プロピレンオキシド－エチレンオキシド（ＥＯｘ１Ｐ
ＯｙＥＯｘ２）トリブロックコポリマーは、１０００～１０，０００ダルトン、好ましく
は１５００～８０００ダルトン、より好ましくは２０００～７５００ダルトンの重量平均
分子量を有する。好ましくは、コポリマーは、コポリマーの１０重量％～９５重量％、好
ましくは１２重量％～９０重量％、最も好ましくは１５重量％～８５重量％の複合エチレ
ン－オキシドブロックを含む。いくつかのエチレンオキシド－プロピレンオキシド－エチ
レンオキシド（ＥＯｘ１ＰＯｙＥＯｘ２）トリブロックコポリマーであって、ｘ１及びｘ

２のそれぞれは約２～約１４０の範囲であり、ｙは約１５～約７０の範囲であるトリブロ
ックコポリマーは、溶解を改善する。
【００５３】
　好適なエチレンオキシド－プロピレンオキシド－エチレンオキシドトリブロックコポリ
マーは、ＢＡＳＦ社からＰｌｕｒｏｎｉｃ　ＰＥシリーズとして又はＤｏｗ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ社からＴｅｒｇｉｔｏｌ　Ｌシリーズとして市販されている。特に好適な材料は、
Ｐｌｕｒｏｎｉｃ　ＰＥ　９２００である。
【００５４】
　アルキルアルコキシル化サルフェート：アルキルアルコキシル化サルフェート（alkyla
lkoxylated sulfate、ＡＡＳ）は、アルキルエトキシル化サルフェート（alkylethoxylat
ed sulfate、ＡＥＳ）、好ましくは約０．５～約３．０の平均エトキシル化度を有するエ
トキシル化Ｃ１２～Ｃ１８アルキルサルフェートであってよい。
【００５５】
　典型的に、アルキルアルコキシル化サルフェートのレオロジー変性剤に対する重量比は
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、４：１～４０：１の範囲である。アルキルアルコキシル化サルフェートのレオロジー変
性剤に対する重量比は、アルキルアルコキシル化サルフェートのアルコール前駆体の分子
量、アルコキシル化度、及びブレンドされた界面活性剤系中のＬＡＳ／ＡＥＳのブレンド
比に依存し得る。例えば、約１．０（例えば、ＮａＡＥ１Ｓ）のエトキシル化度、約１／
３のＮａＬＡＳ／ＮａＡＥ１Ｓブレンド比、及び１２個～１５個の炭素鎖長ブレンドを有
するＡＥ１アルコール前駆体の場合、機能性レオロジー変性剤／ＮａＡＥ１Ｓ質量比は、
溶解を改善するために少なくとも約７％であり得、１４個～１５個の炭素鎖長ブレンドを
有するより高ＭＷのアルコール前駆体の場合、好ましい機能性レオロジー変性剤／ＮａＡ
Ｅ１Ｓ質量比は、少なくとも約９％であり得る。機能性レオロジー変性剤の濃度は、広範
囲の可能なアニオン性界面活性剤材料及びそのブレンド比にわたって製品の溶解を維持す
るように調整することができる。
【００５６】
　ＮａＡＥＳ界面活性剤の質量に対するレオロジー変性剤（rheology modifier、ＲＭ）
の質量は、以下の関係に従うことができる、ＲＭ／ＮａＡＥＳ≧ｆ（ａｌｃ）／（ａ×（
ＬＡＳ／ＡＥＳ）＋ｂ）（式中、ｆ（ａｌｃ）は、ＡＥＳ界面活性剤を作製するために使
用されるアルコールの構造及び分子量の関数であり、（ＬＡＳ／ＡＥＳ）は、界面活性剤
ペースト中のＬＡＳのＡＥＳに対するブレンド比であり、ａは～３０であり、ｂは～２で
ある）。主にＣ１２～Ｃ１５の直鎖状アルコールエトキシレート（Ｃ２５ＡＥ１）の基準
ブレンドについては、ｆ（ａｌｃ）は～１．０であり、主にＣ１４～Ｃ１５の直鎖状アル
コールエトキシレート（Ｃ４５ＡＥ１）の基準ブレンドについては、ｆ（ａｌｃ）は～１
．２である。上記指針は、エトキシル化度及びエトキシル化アルコール前駆体のＡＥＳ界
面活性剤への任意の分岐構造に更に依存する。上記指針は、ガイダンス比として表すこと
ができ、≧１の値は、改善された溶解を示し得、＜１の値は、より悪い溶解を示し得る。
ガイダンス比は、（ＲＭ／ＮａＡＥＳ）／（ｆ（ａｌｃ）／（３０×（ＬＡＳ／ＡＥＳ）
＋２））である。
【００５７】
　粒子は、約１５重量％～約６０重量％、若しくは２０重量％～４０重量％のアルキルア
ルコキシル化サルフェート、又は３０重量％～８０重量％、若しくは更には５０重量％～
７０重量％のアルキルアルコキシル化サルフェートを含んでいてよい。
【００５８】
　粒子は、アルキルベンゼンスルホネート、例えば、直鎖状アルキルベンゼンスルホネー
ト（linear alkylbenzene sulfonate、ＬＡＳ）を含んでいてよい。粒子は、１重量％～
５０重量％のアルキルベンゼンスルホネート、又は５重量％～３０重量％のアルキルベン
ゼンスルホネートを含んでいてよい。
【００５９】
　粒子は、Ｄ５０が約１５０マイクロメートル超～約１７００マイクロメートル未満にな
るような粒径分布を有し得る。粒子は、Ｄ５０が約２１２マイクロメートル超～約１１８
０マイクロメートル未満になるような粒径分布を有し得る。粒子は、Ｄ５０が約３００マ
イクロメートル超～約８５０マイクロメートル未満になるような粒径分布を有し得る。粒
子は、Ｄ５０が約３５０マイクロメートル超～約７００マイクロメートル未満になるよう
な粒径分布を有し得る。粒子は、Ｄ２０が約１５０マイクロメートル超であり、Ｄ８０が
約１４００マイクロメートル未満になるような粒径分布を有し得る。粒子は、Ｄ２０が約
２００マイクロメートル超であり、Ｄ８０が約１１８０マイクロメートル未満になるよう
な粒径分布を有し得る。粒子は、Ｄ２０が約２５０マイクロメートル超であり、Ｄ８０が
約１０００マイクロメートル未満になるような粒径分布を有し得る。粒子は、Ｄ１０が約
１５０マイクロメートル超であり、Ｄ９０が約１４００マイクロメートル未満になるよう
な粒径分布を有し得る。粒子は、Ｄ１０が約２００マイクロメートル超であり、Ｄ９０が
約１１８０マイクロメートル未満になるような粒径分布を有し得る。粒子は、Ｄ１０が約
２５０マイクロメートル超であり、Ｄ９０が約１０００マイクロメートル未満になるよう
な粒径分布を有し得る。
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【００６０】
　粒子は、ビーズ様洗剤又はその誘導体において使用され得る。粒子は、Ｄ５０が約１ｍ
ｍ超～約４．７５ｍｍ未満になるような粒径分布を有し得る。粒子は、Ｄ５０が約１．７
ｍｍ超～約３．５ｍｍ未満になるような粒径分布を有し得る。粒子は、Ｄ２０が約１ｍｍ
超であり、Ｄ８０が約４．７５ｍｍ未満になるような粒径分布を有し得る。粒子は、Ｄ２
０が約１．７ｍｍ超であり、Ｄ８０が約３．５ｍｍ未満になるような粒径分布を有し得る
。粒子は、Ｄ１０が約１ｍｍ超であり、Ｄ９０が約４．７５ｍｍ未満になるような粒径分
布を有し得る。粒子は、Ｄ１０が約１．７ｍｍ超であり、Ｄ９０が約３．５ｍｍ未満にな
るような粒径分布を有し得る。
【００６１】
　粒径分布は、本出願人らの粒度分布試験法に従って測定される。
【００６２】
　粒子は、約１０重量％～約８０重量％、好ましくは約２０重量％～約６０重量％、好ま
しくは約３０重量％～約５０重量％の洗剤ビルダーを含んでいてよい。
【００６３】
　粒子は、約２重量％～約４０重量％、好ましくは約５重量％～約３０重量％、好ましく
は約１０重量％～約２０重量％の緩衝剤を含んでいてよい。
【００６４】
　粒子は、約２重量％～約２０重量％、好ましくは約５重量％～約１０重量％のキレート
剤を含んでいてよい。
【００６５】
　粒子は、約２重量％～約２０重量％、好ましくは約５重量％～約１０重量％の分散剤ポ
リマーを含んでいてよい。
【００６６】
　粒子は、０．５重量％～１５重量％の可溶性フィルム又は繊維構造化ポリマーを含んで
いてよい。可溶性フィルム又は繊維構造化ポリマーの例としては、ポリビニルアルコール
、ポリビニルピリリドン、ポリエチレンオキシド、変性デンプン又はセルロースポリマー
、及びこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。このようなポリマーは、
可溶性繊維又はフィルム材料、例えば、パウチ材料を含む単位用量製品を含む製品リサイ
クル流に存在することがあり、この場合、当該リサイクル材料を本粒子に組み込むことが
有利である。
【００６７】
　レオロジー変性粒子は、例えば米国特許出願公開第２００７／０１９６５０２号に開示
されているように、層組成物でコーティング又は少なくとも部分的にコーティングされて
いてよい。好ましくは、層組成物は、非界面活性剤活性物質を含む。より好ましくは、当
該非界面活性剤活性物質は、ビルダー、緩衝剤、及び分散剤ポリマーからなる群から選択
される。更により好ましくは、当該非界面活性剤活性物質は、ゼオライトＡ、炭酸ナトリ
ウム、重炭酸ナトリウム、及び可溶性ポリカルボキシレートポリマーからなる群から選択
される。これは、活性物質（非限定的な例としてはＡＥＳ）が冷水及び／又は高硬度洗浄
水条件下で洗浄するのに好適である場合に特に有利である。層中に活性物質が存在すると
、冷水及び／又は硬度耐性化学物質の初期溶解が促進される。理論に束縛されるものでは
ないが、より早い順序で冷水及び硬度耐性化学物質が溶解すると、より多くの従来の洗浄
活性物質（非限定的な例としてはＬＡＳ界面活性剤）を保護することができ、その結果、
優れた全体的な洗浄性能をもたらすと仮定される。
【００６８】
　レオロジー変性粒子の作製プロセス
　アルキルアルコキシル化サルフェートアニオン性洗浄界面活性剤とレオロジー変性剤、
好ましくは機能性レオロジー変性剤との混合物を含む濃縮水性ペーストを使用して、ペー
スト凝集プロセスに従ってレオロジー変性洗剤粒子を作製することができる。ペースト凝
集プロセスは、（ａ）粉末原材料を混合造粒機内に添加する工程であって、当該粉末原材
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料が、１つ以上の乾燥ビルダー、緩衝剤、分散剤ポリマー又はキレート剤成分、必要な粉
末プロセス助剤、及び凝集プロセスからリサイクルされた微粉を含み得る、工程と、（ｂ
）濃縮界面活性剤と機能性レオロジー変性剤とのプレミックスを含むペーストを添加する
工程と、（ｃ）当該混合造粒機を稼働させて、当該ペーストに当該粉末を分散させ、凝集
体を形成するのに好適な混合流れ場を提供する工程と、任意選択的に、（ｄ）追加の粉末
成分を添加して、凝集体を少なくとも部分的にコーティングし、その表面のべたつきを少
なくする工程と、（ｅ）任意選択的に、得られた凝集体を流動床乾燥機内で乾燥させて、
過剰な水分を除去する工程と、（ｆ）任意選択的に、流動床冷却器内で凝集体を冷却する
工程と、（ｇ）好ましくは、工程ｅ及び／又はｆの流動床から水簸（elutriation）する
ことによって、凝集体の粒径分布から任意の過剰な微粒子を除去し、微粉を工程ａに戻し
てリサイクルする工程と、（ｈ）好ましくはふるい分類によって、凝集体の粒径分布から
過剰なオーバーサイズ粒子を除去することと、（ｉ）当該オーバーサイズ粒子を粉砕し、
粉砕された粒子を工程ａ、ｅ、又はｆにリサイクルする工程とを含む。ペースト凝集プロ
セスは、バッチプロセス又は連続プロセスであってよい。
【００６９】
　上記の好ましい実施形態の変形例は、工程（ｂ）の予混合界面活性剤ペーストとは別の
流れに追加のＬＡＳ補助界面活性剤を添加することを含み得る。プロセスのオプションと
しては、工程（ａ）において、予め中和されたＬＡＳを固体粉末として添加すること、工
程（ｂ）において、補助材料として中和又は部分的に中和されたＬＡＳペーストを添加す
ること、又は工程（ｂ）において、補助材料として液体酸前駆体（ＨＬＡＳ）を添加する
ことが挙げられる。後者の場合、凝集プロセス中にＨＬＡＳを有効に中和するために、工
程（ａ）で添加された粉末中に十分な遊離アルカリが存在しなければならない。あるいは
、ＨＬＡＳの中和を別個の前処理工程で行ってもよく、まずＨＬＡＳをアルカリバッファ
粉末成分及び他の任意の固体キャリアと予混合して、粉末形態のＬＡＳ及びアルカリバッ
ファ粉末の中和されたプレミックスを形成し、次いで、上記の工程（ａ）で当該プレミッ
クスを添加する。
【００７０】
　あるいは、アルキルアルコキシル化サルフェートアニオン性洗浄界面活性剤とレオロジ
ー変性剤との混合物を含む濃縮水性ペースト、押出プロセスを使用してもよい。押出プロ
セスは、当該技術分野において周知である。
【００７１】
　あるいは、レオロジー変性洗剤粒子を作製するために、レオロジー変性剤を凝集プロセ
スにおいて結合剤として使用してもよい。
【００７２】
　驚くべきことに、レオロジー変性粒子は、レオロジー変性剤を含まない同じ粒子と比較
して、より微細かつより強力である。
【００７３】
　ｐＨ調整剤
　単一単位用量は、洗浄液のｐＨをｐＨ８超に上昇させる１つ以上の塩基ｐＨ調整剤を含
んでいてよい。好適な塩基ｐＨ調整剤としては、硫酸イオン、リン酸二水素イオン、フッ
化物イオン、亜硝酸イオン、酢酸イオン、炭酸水素イオン、硫化水素イオン、アンモニア
、炭酸イオン、水酸化物イオン、及びこれらの組み合わせを含む化合物が挙げられるが、
これらに限定されない。塩基ｐＨ調整剤を含めることは、例えばクエン酸などの酸ｐＨ調
整剤を含めることを除外しない。単一単位用量は、洗浄液の最終ｐＨが８超、例えば、８
．２、８．４、８．６、８．８、９、９．２、９．４、９．６、９．８、１０、１０．２
、１０．４、１０．６、１０．８、１１、１１．２、１１．４、１１．６、１１．８、１
２、１２．２、１２．４、１２．６、１２．８又は１３である限り、酸ｐＨ調整剤を含み
得る。
【００７４】
　濃縮界面活性剤ペースト
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　濃縮界面活性剤ペーストは、他の成分と組み合わせてレオロジー変性粒子を形成するこ
とができる中間組成物である。濃縮界面活性剤組成物は、以下の成分：アルキルアルコキ
シル化サルフェート界面活性剤を含み得る界面活性剤系；本明細書に記載されるレオロジ
ー変性剤；有機溶媒系、並びに水を含んでも、これらから本質的になるものであっても、
又はこれらからなるものであってもよい。これら成分は、以下により詳細に記載される。
【００７５】
　濃縮界面活性剤組成物は、当該組成物の約７０重量％～約９０重量％の界面活性剤系で
あって、約５０％から、又は約６０％から、又は約７０％から、又は約８０％から約１０
０％までのアルキルアルコキシル化サルフェート界面活性剤を含み得る、界面活性剤系と
、当該組成物の約０．１重量％～約２５重量％のレオロジー変性剤と、当該組成物の約５
重量％未満の有機溶媒系と、水と、を含み得る。ペーストの界面活性剤系は、好ましくは
、ＬＡＳ補助界面活性剤を含む。ＬＡＳが界面活性剤系に含まれる場合、ＬＡＳ：ＡＥＳ
の比は、約０～約１、好ましくは約０．２～約０．７、より好ましくは約０．２５～約０
．３５であってよい。
【００７６】
　固体キャリア：好適な固体キャリアとしては、炭酸ナトリウム、硫酸ナトリウム、及び
これらの混合物などの無機塩が挙げられる。他の好ましい固体キャリアとしては、ゼオラ
イトなどのアルミノケイ酸塩、微粉末形態の乾燥分散剤ポリマー、及び吸収剤グレードの
ヒュームド又は沈降シリカ（例えば、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　ＡＧによっ
て商標名ＳＮ３４０で市販されている沈降親水性シリカ）が挙げられる。固体キャリア材
料の混合物を使用してもよい。
【００７７】
　繊維構造体
　繊維状構造体は、１つ以上の繊維状要素を含む。繊維要素は、互いに関連付けられて構
造体を形成することができる。繊維構造体は、構造体内及び又は構造体上に粒子を含み得
る。繊維構造体は、均質、層状、単一、ゾーン形、又は他の点で望ましいとおりであって
よく、異なる活性剤が様々な前述の部分を画定する。
【００７８】
　繊維構造体は、１つ以上の層を含んでいてよく、層は共にプライを形成する。
【００７９】
　繊維要素
　繊維要素は、水溶性であってよい。繊維要素は、１つ以上のフィラメント形成材料及び
／又は界面活性剤などの１つ以上の活性剤を含んでよい。１つ以上の活性剤は、意図され
る使用条件に繊維要素及び／又は繊維要素を含む繊維構造体が曝されたときなどに、繊維
要素から放出可能であり得る。
【００８０】
　本発明の繊維要素は、好適な紡糸プロセス操作（例えばメルトブロー、スパンボンディ
ング、エレクトロスピニング及び／又は回転紡糸など）を介して、繊維要素形成組成物と
も称されるフィラメント形成組成物から紡糸され得る。
【００８１】
　本明細書で使用するとき、「フィラメント形成組成物」及び／又は「繊維要素形成組成
物」は、メルトブローイング及び／又はスパンボンディングなど、本発明の繊維要素を製
造するのに好適な組成物を意味する。フィラメント形成組成物は、１つ以上のフィラメン
ト形成材料であって、材料を繊維要素へと紡糸するのに好適なものにする特性を呈する材
料を含む。フィラメント形成材料は、ポリマーを含み得る。１つ以上のフィラメント形成
材料に加えて、フィラメント形成組成物は、１つ以上の活性剤、例えば、界面活性剤を含
んでいてよい。更に、フィラメント形成組成物は、１種以上の極性溶媒（水など）を含ん
でもよく、この極性溶媒中に、１つ以上の、例えば全てのフィラメント形成材料及び／又
は１つ以上の、例えば全ての活性剤が、繊維要素（フィラメント形成組成物に由来するフ
ィラメントなど）を紡糸する前に、溶解及び／又は分散される。
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【００８２】
　フィラメント形成組成物は、２つ以上の異なるフィラメント形成材料を含んでいてよい
。したがって、繊維要素は、単成分（１種のフィラメント形成材料）、及び／又は二成分
などの多成分であってよい。２つ以上の異なるフィラメント形成材料をランダムに組み合
わせて繊維要素を形成してもよい。２つ以上の異なるフィラメント形成材料は、シースコ
ア型の二成分繊維要素などのように規則正しく結合して繊維要素を形成してもよく、これ
は、本開示の目的において、異なるフィラメント形成材料のランダムな混合物であるとは
みなされない。二成分繊維要素は、サイドバイサイド、シースコア、海島型などの任意の
形態であってよい。
【００８３】
　繊維要素は、アルキルアルコキシル化サルフェートを実質的に含んでいなくてよい。各
繊維要素は、乾燥繊維要素基準で、約０重量％、又は約０．１重量％、又は約５重量％、
又は約１０重量％、又は約１５重量％、又は約２０重量％、又は約２５重量％、又は約３
０重量％、又は約３５重量％、又は約４０重量％から約０．２重量％、又は約１重量％、
又は約５重量％、又は約１０重量％、又は約１５重量％、又は約２０重量％、又は約２５
重量％、又は約３０重量％、又は約３５重量％、又は約４０重量％、又は約５０重量％の
アルキルアルコキシル化サルフェートを含んでいてよい。繊維要素のそれぞれにおけるア
ルキルアルコキシル化サルフェートの量は、その加工安定性及びフィルム溶解性に影響を
及ぼさないように十分に少量である。アルキルアルコキシル化サルフェートは、水に溶解
すると、特定の濃度範囲、例えば３０～６０重量％で高度に粘稠な六角の相を経ることが
あり、その結果、ゲル状物質が生じる。したがって、繊維要素に相当量組み込まれた場合
、アルキルアルコキシル化サルフェートは、水溶性単位用量物品の水への溶解を著しく減
速させ得、更により悪いことには、後で溶解していない固体が残る。それに対応して、こ
のような界面活性剤の大部分は、粒子に配合される。
【００８４】
　繊維要素はそれぞれ、少なくとも１つのフィラメント形成材料及び活性剤、好ましくは
界面活性剤を含有していてよい。界面活性剤は比較的低い親水性を有していてよいが、そ
の理由は、このような界面活性剤は、希釈されたときに粘稠なゲル様の六方晶相を形成す
る可能性が低いためである。フィラメントの形成においてこのような界面活性剤を使用す
ることにより、洗浄中のゲル形成を有効に低減することができ、ひいては、溶解がより速
くなり得、洗浄における残渣が少なくなるか又はなくなり得る。界面活性剤は、例えば、
非アルコキシル化Ｃ６～Ｃ２０直鎖状又は分枝鎖状アルキルサルフェート（ＡＳ）、Ｃ６
～Ｃ２０直鎖状アルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）、及びこれらの組み合わせから
なる群から選択することができる。界面活性剤は、Ｃ６～Ｃ２０直鎖状アルキルベンゼン
スルホネート（ＬＡＳ）であってよい。ＬＡＳ界面活性剤は、当該技術分野において周知
であり、市販の直鎖状アルキルベンゼンをスルホン化することによって容易に入手するこ
とができる。使用することができる例示的なＣ６～Ｃ２０直鎖状アルキルベンゼンスルホ
ネートとしては、Ｃ６～Ｃ２０直鎖状アルキルベンゼンスルホン酸のアルカリ金属、アル
カリ土類金属、又はアンモニウムの塩、例えば、Ｃ１１～Ｃ１８又はＣ１１～Ｃ１４直鎖
状アルキルベンゼンスルホン酸のナトリウム、カリウム、マグネシウム、及び／又はアン
モニウムの塩が挙げられる。Ｃ１２直鎖状アルキルベンゼンスルホン酸のナトリウム塩又
はカリウム塩、例えば、Ｃ１２直鎖状アルキルベンゼンスルホン酸のナトリウム塩、すな
わち、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウムを、第１の界面活性剤として使用してよい
。
【００８５】
　繊維要素は、乾燥繊維要素基準及び／又は乾燥繊維構造体基準で少なくとも約５重量％
、及び／又は少なくとも約１０重量％、及び／又は少なくとも約１５重量％、及び／又は
少なくとも約２０重量％、及び／又は約８０重量％未満、及び／又は約７５重量％未満、
及び／又は約６５重量％未満、及び／又は約６０重量％未満、及び／又は約５５重量％未
満、及び／又は約５０重量％未満、及び／又は約４５重量％未満、及び／又は約４０重量
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％未満、及び／又は約３５重量％未満、及び／又は約３０重量％未満、及び／又は約２５
重量％未満のフィラメント形成材料と、乾燥繊維要素基準及び／又は乾燥繊維構造体基準
で約２０重量％超、及び／又は少なくとも約３５重量％、及び／又は少なくとも約４０重
量％、及び／又は少なくとも約４５重量％、及び／又は少なくとも約５０重量％、及び／
又は少なくとも約５５重量％、及び／又は少なくとも約６０重量％、及び／又は少なくと
も約６５重量％、及び／又は少なくとも約７０重量％、及び／又は約９５重量％未満、及
び／又は約９０重量％未満、及び／又は約８５重量％未満、及び／又は約８０重量％未満
、及び／又は約７５重量％未満の活性剤、好ましくは界面活性剤とを含み得る。繊維要素
は、乾燥繊維要素基準及び／又は乾燥繊維構造体基準で約８０重量％超の界面活性剤を含
み得る。
【００８６】
　好ましくは、各繊維要素は、十分に高い総界面活性剤含有量、例えば、乾燥繊維要素基
準及び／又は乾燥繊維構造体基準で少なくとも約３０重量％、又は少なくとも約４０重量
％、又は少なくとも約５０重量％、又は少なくとも約６０重量％、又は少なくとも約７０
重量％の第１の界面活性剤を特徴とし得る。
【００８７】
　繊維要素中に存在するフィラメント形成材料の総濃度は、乾燥繊維要素基準及び／又は
乾燥繊維構造体基準で約５重量％～約８０重量％未満であってよく、繊維要素中に存在す
る界面活性剤の総濃度は、乾燥繊維要素基準及び／又は乾燥繊維構造体基準で約２０重量
％超～約９５重量％であってよい。
【００８８】
　繊維要素の１つ以上は、他のアニオン性界面活性剤（すなわち、ＡＳ及びＬＡＳ以外）
、非イオン性界面活性剤、双性イオン性界面活性剤、両性界面活性剤、カチオン性界面活
性剤、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される少なくとも１つの追加の界面活
性剤を含んでいてよい。
【００８９】
　他の好適なアニオン性界面活性剤としては、Ｃ６～Ｃ２０直鎖状又は分枝鎖状アルキル
スルホネート、Ｃ６～Ｃ２０直鎖状又は分枝鎖状アルキルカルボキシレート、Ｃ６～Ｃ２

０直鎖状又は分枝鎖状アルキルホスフェート、Ｃ６～Ｃ２０直鎖状又は分枝鎖状アルキル
ホスホネート、Ｃ６～Ｃ２０アルキルＮ－メチルグルコースアミド、Ｃ６～Ｃ２０メチル
エステルスルホネート（ＭＥＳ）、及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【００９０】
　好適な非イオン性界面活性剤としては、アルコキシル化脂肪族アルコールが挙げられる
。非イオン性界面活性剤は、式Ｒ（ＯＣ２Ｈ４）ｎＯＨのエトキシル化アルコール及びエ
トキシル化アルキルフェノールから選択され得、式中、Ｒは、約８個～約１５個の炭素原
子を含有する脂肪族炭化水素ラジカル、及びアルキル基が約８個～約１２個の炭素原子を
含有するアルキルフェニルラジカルからなる群から選択され、ｎの平均値は、約５～約１
５である。本明細書で有用な非イオン性界面活性剤の非限定的な例としては、Ｃ８～Ｃ１

８アルキルエトキシレート、例えば、Ｓｈｅｌｌ製のＮＥＯＤＯＬ（登録商標）非イオン
性界面活性剤、アルコキシレート単位がエチレンオキシ単位、プロピレンオキシ単位、又
はこれらの混合物であり得る、Ｃ６～Ｃ１２アルキルフェノールアルコキシレート、Ｃ１

２～Ｃ１８アルコール、及びエチレンオキシド／プロピレンオキシドブロックポリマーと
のＣ６～Ｃ１２アルキルフェノール縮合物、例えば、ＢＡＳＦ製のＰｌｕｒｏｎｉｃ（登
録商標）、Ｃ１４～Ｃ２２中鎖分枝状アルコール（branched alcohols、ＢＡ）；Ｃ１４

～Ｃ２２中鎖分枝状アルキルアルコキシレート（ＢＡＥｘ、式中、ｘは１～３０である）
、アルキル多糖類、具体的にはアルキルポリグリコシド、ポリヒドロキシ脂肪酸アミド、
並びにエーテルキャップ化ポリ（オキシアルキル化）アルコール界面活性剤が挙げられる
。好適な非イオン性洗浄性界面活性剤としては、アルキルポリグルコシド及びアルキルア
ルコキシル化アルコールも挙げられる。好適な非イオン性界面活性剤としてはまた、商標
名Ｌｕｔｅｎｓｏｌ（登録商標）としてＢＡＳＦから販売されているものも挙げられる。
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【００９１】
　カチオン性界面活性剤の非限定的な例としては、四級アンモニウム界面活性剤が挙げら
れ、これは２６個以下の炭素原子を有し得、アルコキシレート四級アンモニウム（ＡＱＡ
）界面活性剤；ジメチルヒドロキシエチル四級アンモニウム；ジメチルヒドロキシエチル
ラウリルアンモニウムクロリド；ポリアミンカチオン性界面活性剤；カチオン性エステル
界面活性剤；及びアミノ界面活性剤、例えば、アミドプロピルジメチルアミン（ＡＰＡ）
が挙げられる。好適なカチオン性洗浄性界面活性剤としてはまた、アルキルピリジニウム
化合物、アルキル四級アンモニウム化合物、アルキル四級ホスホニウム化合物、アルキル
三級スルホニウム化合物、及びこれらの混合物も挙げられる。
【００９２】
　好適なカチオン性洗浄性界面活性剤は、以下の一般式を有する、四級アンモニウム化合
物であり、
　（Ｒ）（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）Ｎ＋Ｘ－

　式中、Ｒは、直鎖状又は分枝鎖状、置換又は非置換のＣ６～１８アルキル又はアルケニ
ル部分であり、Ｒ１及びＲ２は、独立して、メチル又はエチル部分から選択され、Ｒ３は
、ヒドロキシル、ヒドロキシメチル又はヒドロキシエチル部分であり、Ｘは、電荷的中性
を提供するアニオンであり、好適なアニオンとしては、例えばクロリドのようなハロゲン
化物、硫酸塩、及びスルホン酸塩が挙げられる。好適なカチオン性洗浄性界面活性剤は、
モノ－Ｃ６～１８アルキルモノ－ヒドロキシエチルジメチル四級アンモニウムクロリドで
ある。非常に好適なカチオン性洗浄性界面活性剤は、モノ－Ｃ８～１０アルキルモノ－ヒ
ドロキシエチルジメチル四級アンモニウムクロリド、モノ－Ｃ１０～１２アルキルモノ－
ヒドロキシエチルジメチル四級アンモニウムクロリド、及びモノ－Ｃ１０アルキルモノ－
ヒドロキシエチルジメチル四級アンモニウムクロリドである。
【００９３】
　双性イオン性界面活性剤の好適な例としては、複素環式二級及び三級アミンの誘導体を
含む、二級及び三級アミンの誘導体；四級アンモニウム、四級ホスホニウム、又は三級ス
ルホニウム化合物の誘導体；アルキルジメチルベタイン、ココジメチルアミドプロピルベ
タイン、並びにスルホ及びヒドロキシベタインを含むベタイン；Ｃ８～Ｃ１８（例えば、
Ｃ１２～Ｃ１８）アミンオキシド；Ｎ－アルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ－１－プロパ
ンスルホネート（アルキル基はＣ８～Ｃ１８であってよい）が挙げられる。
【００９４】
　好適な両性界面活性剤としては、二級若しくは三級アミンの脂肪族誘導体、又は脂肪族
基が直鎖状若しくは分枝鎖状であってよく、脂肪族置換基のうちの１つが少なくとも約８
個の炭素原子若しくは約８個～約１８個の炭素原子を含有し、脂肪族置換基のうちの少な
くとも１つがアニオン性水可溶化基、例えば、カルボキシ、スルホネート、サルフェート
を含有する、複素環式二級及び三級アミンの脂肪族誘導体が挙げられる。好適な両性界面
活性剤としては、サルコシネート、グリコシネート、タウリネート、及びこれらの混合物
も挙げられる。
【００９５】
　繊維要素は、アニオン性界面活性剤のみを含有する界面活性剤系、例えば、単一のアニ
オン性界面活性剤又は２つ以上の異なるアニオン性界面活性剤の組み合わせのいずれかを
含んでいてよい。あるいは、繊維要素は、例えば、１つ以上のアニオン性界面活性剤と１
つ以上の非イオン性界面活性剤との組み合わせ、又は１つ以上のアニオン性界面活性剤と
１つ以上の双性イオン性界面活性剤との組み合わせ、又は１つ以上のアニオン性界面活性
剤と１つ以上の両性界面活性剤との組み合わせ、又は１つ以上のアニオン性界面活性剤と
１つ以上のカチオン性界面活性剤との組み合わせ、又は上記の種類の界面活性剤の全て（
すなわち、アニオン性、非イオン性、両性、及びカチオン性）の組み合わせを含有する複
合界面活性剤系を含んでいてもよい。
【００９６】
　一般に、繊維要素は、長さが平均直径を大きく上回る、例えば、長さと平均直径との比
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が少なくとも約１０である細長い微粒子である。繊維要素は、フィラメント又は繊維であ
り得る。フィラメントは、繊維よりも相対的に長い。フィラメントは、約５．０８ｃｍ（
２インチ）以上、及び／又は約７．６２ｃｍ（３インチ）以上、及び／又は約１０．１６
ｃｍ（４インチ）以上、及び／又は約１５．２４ｃｍ（６インチ）以上の長さを有し得る
。繊維は、約５．０８ｃｍ（２インチ）未満、及び／又は約３．８１ｃｍ（１．５インチ
）未満、及び／又は約２．５４ｃｍ（１インチ）未満の長さを有し得る。
【００９７】
　１つ以上のフィラメント形成材料及び活性剤は、約２．０以下、及び／又は約１．８５
以下、及び／又は約１．７未満、及び／又は約１．６未満、及び／又は約１．５未満、及
び／又は約１．３未満、及び／又は約１．２未満、及び／又は約１未満、及び／又は約０
．７未満、及び／又は約０．５未満、及び／又は約０．４未満、及び／又は約０．３未満
、及び／又は約０．１超、及び／又は約０．１５超、及び／又は約０．２超の、活性剤に
対するフィラメント形成材料の総濃度の重量比で繊維要素中に存在し得る。１つ以上のフ
ィラメント形成材料及び活性剤は、約０．２～約０．７の活性剤に対するフィラメント形
成材料の総濃度の重量比で繊維要素中に存在し得る。
【００９８】
　繊維要素は、乾燥繊維要素基準及び／又は乾燥繊維構造体基準で約１０重量％～約８０
重量％未満のフィラメント形成材料、例えばポリビニルアルコールポリマー、デンプンポ
リマー、及び／又はカルボキシメチルセルロースポリマーと、乾燥繊維要素基準及び／又
は乾燥繊維構造体基準で約２０重量％超～約９０重量％の活性剤、例えば、界面活性剤と
を含んでいてよい。繊維要素は、可塑剤（例えば、グリセリン）及び／又は追加のｐＨ調
整剤（例えば、クエン酸）を更に含んでいてよい。繊維要素は、約２．０以下の、活性剤
に対するフィラメント形成材料の重量比を有し得る。フィラメント形成材料は、ポリビニ
ルアルコール、デンプン、カルボキシメチルセルロース、ポリエチレンオキシド、及び他
の好適なポリマー、特にヒドロキシル含有ポリマー及びこれらの誘導体からなる群から選
択され得る。フィラメント形成材料は、約１００，０００ｇ／モル～約３，０００，００
０ｇ／モルの重量平均分子量の範囲であり得る。この範囲では、フィラメント形成材料は
、繊維作製プロセスにおいて繊維の細径化が阻害されるほど弾性ではないように、伸長レ
オロジーを提供し得ると考えられる。
【００９９】
　１つ以上の活性剤は、意図される使用条件に繊維要素及び／又は繊維要素を含む繊維構
造体が曝されたときに、放出可能であり得る及び／又は放出され得る。繊維要素中の１つ
以上の活性剤は、界面活性剤、有機ポリマー化合物、及びこれらの混合物からなる群から
選択され得る。
【０１００】
　繊維要素は、本明細書に記載の直径試験法に従って測定したとき、約３００μｍ未満、
及び／又は約７５μｍ未満、及び／又は約５０μｍ未満、及び／又は約２５μｍ未満、及
び／又は約１０μｍ未満、及び／又は約５μｍ未満、及び／又は約１μｍ未満の直径を呈
し得る。繊維要素は、本明細書に記載の直径試験法に従って測定したとき、約１μｍ超の
直径を呈し得る。繊維要素の直径を使用して、繊維要素中に存在する１つ以上の活性剤の
放出速度、及び／又は繊維要素の物理的構造の損失及び／又は変化の速度を制御すること
ができる。
【０１０１】
　繊維要素は、互いに適合性又は不適合である２つ以上の異なる活性剤を含んでいてよい
。繊維要素は、繊維要素内の活性剤、及び繊維要素の外面上の活性剤、例えば繊維要素上
の活性剤コーティングを含んでもよい。繊維要素の外面上の活性剤は、繊維要素内に存在
する活性剤と同じであってもよく、又はこれと異なっていてもよい。異なる場合、活性剤
は互いに相溶性であってもよく、又は非相溶性であってもよい。１つ以上の活性剤は、繊
維要素全体に均一に分布又は実質的に均一に分布していてもよい。１つ以上の活性剤は、
繊維要素内に離散領域として分布してもよい。
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【０１０２】
　活性剤
　本明細書に記載の水溶性単位用量物品は、１つ以上の活性剤を含有してもよい。活性剤
は、（上述のように）繊維要素中に、（上述のように）粒子中に、又は物品中に、プレミ
ックスとして存在してよい。プレミックスは、例えば、水性吸収剤と組み合わされた活性
剤のスラリーであってよい。活性剤は、界面活性剤、構造化剤、ビルダー、有機ポリマー
化合物、酵素、酵素安定剤、漂白系、増白剤、色相剤、キレート剤、抑泡剤、コンディシ
ョニング剤、保湿剤、香料、香料マイクロカプセル、充填剤又はキャリア、アルカリ性系
、ｐＨ制御系、緩衝剤、アルカノールアミン、及びこれらの混合物からなる群から選択さ
れ得る。
【０１０３】
　界面活性剤
　界面活性剤は、アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤
、双性イオン性界面活性剤、両性界面活性剤、両性電解質界面活性剤、及びこれらの混合
物からなる群から選択され得る。これら界面活性剤は、上により詳細に記載されている。
【０１０４】
　酵素
　好適な酵素の例としては、ヘミセルラーゼ、ペルオキシダーゼ、プロテアーゼ、セルラ
ーゼ、キシラナーゼ、リパーゼ、ホスホリパーゼ、エステラーゼ、クチナーゼ、ペクチナ
ーゼ、マンナナーゼ、ペクテートリアーゼ、ケラチナーゼ、レダクターゼ、オキシダーゼ
、フェノールオキシダーゼ、リポキシゲナーゼ、リグニナーゼ、プルラナーゼ、タンナー
ゼ、ペントサナーゼ、マラナーゼ、β－グルカナーゼ、アラビノシダーゼ、ヒアルロニダ
ーゼ、コンドロイチナーゼ、ラッカーゼ、及びアミラーゼ、又はこれらの混合物が挙げら
れるが、これらに限定されない。典型的な組み合わせは、例えば、プロテアーゼ及び１つ
以上の非プロテアーゼ酵素、例えば、アミラーゼ又は上記に列挙したもののいずれかと併
用するリパーゼなどを含み得る酵素カクテルである。
【０１０５】
　洗剤組成物中に存在するとき、前述の追加の酵素は、当該組成物の約０．００００１重
量％～約２重量％、約０．０００１重量％～約１重量％、又は更には約０．００１重量％
～約０．５重量％の酵素タンパク質濃度で存在していてよい。本明細書に開示される組成
物は、リパーゼ、アミラーゼ、プロテアーゼ、マンナナーゼ、セルラーゼ、ペクチナーゼ
、及びこれらの混合物からなる群から選択され得る、約０．００１重量％～約１重量％の
酵素（補助剤として）を含み得る。
【０１０６】
　プロテアーゼ
　好ましくは、酵素組成物は、１つ以上のプロテアーゼを含む。好適なプロテアーゼとし
ては、メタロプロテアーゼ及びセリンプロテアーゼが挙げられ、例えば、サブチリシン（
ＥＣ　３．４．２１．６２）などの中性又はアルカリ性微生物セリンプロテアーゼを含む
。好適なプロテアーゼとしては、動物、植物又は微生物起源のものが挙げられる。一態様
では、このような好適なプロテアーゼは、微生物起源のものであってもよい。好適なプロ
テアーゼとしては、前述の好適なプロテアーゼの化学的又は遺伝的に修飾された突然変異
体が挙げられる。一態様では、好適なプロテアーゼは、アルカリ性微生物プロテアーゼ又
は／及びトリプシン型プロテアーゼなどのセリンプロテアーゼであってよい。
【０１０７】
　驚くべきことに、適切な洗浄アルカリ性下では、プロテアーゼを含む単一単位用量は、
皮脂などの身体の汚れに対して改善された洗浄を示すことが見出された。理論に束縛され
るものではないが、８以上のｐＨでは、プロテアーゼは皮脂の染み中のエステルを加水分
解して、皮脂の染みの驚くべき除去をもたらし得ると考えられる。
【０１０８】
　好適な中性又はアルカリ性プロテアーゼの例としては、以下が挙げられる。
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　（ａ）米国特許第６，３１２，９３６（Ｂ１）号、同第５，６７９，６３０号、同第４
，７６０，０２５号、同第７，２６２，０４２号、及び国際公開第０９／０２１８６７号
に記載されている、バチルス・レンタス（Bacillus lentus）、バチルス・アルカロフィ
ラス（B. alkalophilus）、バチルス・ズブチルス（B. subtilis）、バチルス・アミロリ
ケファシエンス（B. amyloliquefaciens）、バチルス・プミルス（Bacillus pumilus）及
びバチルス・ギブソニイ（Bacillus gibsonii）などのバチルス属由来のものを含むサブ
チリシン（ＥＣ　３．４．２１．６２）。
　（ｂ）国際公開第８９／０６２７０号に記載されているフサリウム（Fusarium）プロテ
アーゼ、並びに国際公開第０５／０５２１６１号及び同第０５／０５２１４６号に記載さ
れているセルロモナス（Cellumonas）に由来するキモトリプシンプロテアーゼを含む、ト
リプシン（例えば、ブタ又はウシ起源）などのトリプシン型又はキモトリプシン型のプロ
テアーゼ。
　（ｃ）国際公開第０７／０４４９９３（Ａ２）号に記載されているバチルス・アミロリ
ケファシエンスに由来するものを含むメタロプロテアーゼ。
【０１０９】
　本発明のプロテアーゼは、スブチリシンファミリー（ＥＣ　３．４．２１．６２）由来
のセリンプロテアーゼであってよい。一態様では、このような好適なプロテアーゼは、微
生物起源のものであってもよい。プロテアーゼは、約６．５～約１１．５、好ましくは約
８～約１０．５、最も好ましくは約９～約１０の等電点を有し得る。この等電点を有する
プロテアーゼは、洗浄液中の良好な活性と、洗浄中にみられる織物基材、特に綿に対する
好ましい付着プロファイルと、の良好なバランスを呈する。理論に束縛されるものではな
いが、正電荷すぎると、布地に対して「べとべとしたものがつきすぎ」るので、表面上を
有効に移動することができない（脱着及び再付着又は「回転（roll）」）酵素が生じ、し
たがって、表面上のタンパク質と十分に相互作用して効果を発揮するのに十分な量を消化
することができず、一方、負電荷すぎると、十分うまく付着しないため、十分な量の汚れ
が十分に到達して織物の表面上で当該汚れを効率的に消化することができない酵素が生じ
ると考えられる。
【０１１０】
　この命名法に従うと、例えば、位置１９５でグリシンの代わりにグルタミン酸に置換し
たものは、Ｇ１９５Ｅと示される。同じ位置でグリシンが欠失したものは、Ｇ１９５＊と
示され、追加のアミノ酸残基、例えばリジンを挿入したものは、Ｇ１９５ＧＫと示される
。特定の酵素が他の酵素と比較して「欠失」を含有し、このような位置で挿入が行われる
場合、これは、位置３６におけるアスパラギン酸の挿入については＊３６Ｄというように
示される。複数の突然変異は、プラスにより分離され、すなわち、Ｓ９９Ｇ＋Ｖ１０２Ｎ
は、位置９９と１０２における突然変異が、それぞれ、グリシンをセリンに、アスパラギ
ンをバリンに置換することを表す。ある位置（例えば、１０２）のアミノ酸が、アミノ酸
の群、例えば、Ｎ及びＩからなる群から選択される別のアミノ酸により置換され得る場合
、これは、Ｖ１０２Ｎ、Ｉ又はＶ１０２Ｎ／Ｉと示される。
【０１１１】
　全ての場合において、一般に認められたＩＵＰＡＣの一文字又は三文字アミノ酸略記を
用いる。
【０１１２】
　プロテアーゼアミノ酸番号
　本特許で使用する番号は、示した配列に対するものであり、ＢＰＮ番号ではない。
【０１１３】
　アミノ酸の同一性
　２つのアミノ酸配列の間の関連性は、パラメータ「同一性」により説明される。本発明
の目的上、２つのアミノ酸配列のアラインメントは、ＥＭＢＯＳＳパッケージ（ｈｔｔｐ
：／／ｅｍｂｏｓｓ．ｏｒｇ）バージョン２．８．０からのＮｅｅｄｌｅプログラムを用
いることによって割り出される。Ｎｅｅｄｌｅプログラムは、Ｎｅｅｄｌｅｍａｎ，Ｓ．
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Ｂ．及びＷｕｎｓｃｈ，Ｃ．Ｄ．（１９７０）Ｊ．Ｍｏｌ．Ｂｉｏｌ．４８、４４３～４
５３に記載のグローバルアラインメントアルゴリズムを実行する。用いられる置換マトリ
クスは、ＢＬＯＳＵＭ６２であり、ギャップオープニングペナルティは、１０であり、ギ
ャップエクステンションペナルティは、０．５である。
【０１１４】
　本明細書で使用される酵素のアミノ酸配列（「本配列」）と、異なるアミノ酸配列（「
異質配列」）との間の同一性の度合いは、２つの配列のアラインメントにおける完全一致
の数を「本配列」の長さ又は「異質配列」の長さのいずれか短い方で除算して、計算され
る。この結果を同一性（％）として表す。完全一致は、「本配列」及び「異質配列」に、
同一のアミノ酸残基が重複部分の同じ位置に備わっている場合に発生する。配列の長さは
、配列中のアミノ酸残基の数である。
【０１１５】
　本明細書で使用するとき、用語「等電点」とは、酵素が、以下に記載する方法で算出さ
れる、正味電荷０を有するように、酵素の電気化学的性質を指す。
【０１１６】
　等電点
　本明細書で使用するとき、酵素の等電点（ＩＥＰ又はｐＩと称される）は、以下のウェ
ブアドレスでＥｘＰＡＳｙサーバから入手可能なオンラインｐＩツールに従って測定され
る、理論的等電点を指す。
　ｈｔｔｐ：／／ｗｅｂ．ｅｘｐａｓｙ．ｏｒｇ／ｃｏｍｐｕｔｅ＿ｐｉ／
【０１１７】
　この部位で使用される方法は、以下の参照文献に記載されている：
　Ｇａｓｔｅｉｇｅｒ　Ｅ．，Ｈｏｏｇｌａｎｄ　Ｃ．，Ｇａｔｔｉｋｅｒ　Ａ．，Ｄｕ
ｖａｕｄ　Ｓ．，Ｗｉｌｋｉｎｓ　Ｍ．Ｒ．，Ａｐｐｅｌ　Ｒ．Ｄ．，Ｂａｉｒｏｃｈ　
Ａ．；Ｐｒｏｔｅｉｎ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　Ｔ
ｏｏｌｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　ＥｘＰＡＳｙ　Ｓｅｒｖｅｒ；
　（Ｉｎ）Ｊｏｈｎ　Ｍ．Ｗａｌｋｅｒ（ｅｄ）：Ｔｈｅ　Ｐｒｏｔｅｏｍｉｃｓ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌｓ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，Ｈｕｍａｎａ　Ｐｒｅｓｓ（２００５）。
【０１１８】
　本発明の組成物のプロテアーゼは、エンドプロテアーゼであり、「エンドプロテアーゼ
」とは、本明細書において、末端からペプチド結合を分解するエキソプロテアーゼとは対
照的に、非末端アミノ酸のペプチド結合を分解するプロテアーゼと理解される。
【０１１９】
　好適なプロテアーゼとしては、前述の好適なプロテアーゼの化学的又は遺伝的に修飾さ
れた突然変異体が挙げられる。一態様では、好適なプロテアーゼは、アルカリ性微生物プ
ロテアーゼである。好適なアルカリ性プロテアーゼの例としては、バチルス・レンタス（
Bacillus lentus）、バチルス・アルカノフィルス（B. alkalophilus）、バチルス・ズブ
チリス（B. subtilis）、バチルス・プミルス（Bacillus pumilus）、及びバチルス・ギ
ブソニイ（Bacillus gibsonii）などのバチルス属由来のスブチリシン（ＥＣ　３．４．
２１．６２）が挙げられる。
【０１２０】
　好ましいプロテアーゼとしては、バチルス・ギブソニイ又はバチルス・レンタスに由来
するものが挙げられる。
【０１２１】
　好ましい態様では、酵素は、１つ以上の変異及び／又は挿入を含む。本明細書で使用す
るための変異体プロテアーゼは、配列番号１のアミノ酸配列と少なくとも７０％、好まし
くは少なくとも８５％、好ましくは少なくとも９０％、より好ましくは少なくとも９５％
、更により好ましくは少なくとも９９％、特に１００％の同一性を有するプロテアーゼに
対して変異を有するプロテアーゼである。当該変異体プロテアーゼは、配列番号１のプロ
テアーゼと比較して、以下の位置：９、１５、２２、２４、３２、３３、４８～５４、５
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８～６２、７４、９４～１０７、１１４、１１６、１２３～１３３、１５０、１５３、１
５７、１５８～１６１、１６４、１６９、１７５～１８６、１８８、１９７、１９８、１
９９、２００、２０３～２１６、２２６、２３１、２３９、２４２、２４６、２５５及び
／又は２６５のうちの１つ以上、好ましくは２つ以上、より好ましくは３つ以上に置換を
含む。好ましくは、当該プロテアーゼは、以下の位置：９、１５、２２、２４、３２、６
６、７４、９４、９７、９９、１０１、１０２、１１４、１１６、１２６、１２７、１２
８、１５０、１５２、１５７、１６１、１８２、１８３、１８８、２００、２０３、２１
１、２１２、２１６、２２６、２３９、２４２、及び／又は２６５のうちの１つ以上に置
換を有する。
【０１２２】
　好ましい置換及び挿入は、以下の位置：Ｘ３Ｔ、Ｘ４Ｉ、Ｘ９Ｒ、Ｘ１５Ｔ、Ｘ２２Ｒ
／Ａ、Ｘ２４Ｒ、Ｘ６６Ａ、Ｘ７４Ｄ、Ｘ８５Ｓ、Ｘ９７Ｄ、Ｘ９７ＡＤ、Ｘ９７Ａ、Ｓ
９７ＳＥ、Ｘ９９Ｇ、Ｘ９９Ｍ、Ｘ１０１Ａ、Ｘ１０２Ｎ／Ｉ、Ｘ１１４Ｌ、Ｘ１１６Ｖ
、Ｘ１１６Ｒ、Ｘ１２６Ｌ、Ｘ１２７Ｑ／Ｅ、Ｘ１２８Ａ、Ｘ１５３Ｄ、Ｘ１５７Ｄ、Ｘ
１６１Ａ、Ｘ１６４Ｓ、Ｘ１８２Ｄ、Ｘ１８８Ｐ、Ｘ１９９Ｉ、Ｘ２００Ｌ／Ｄ／Ｅ、Ｘ
２０３Ｗ、Ｘ２１２Ｄ、Ｘ２１６Ｓ、Ｘ２２６Ｖ、Ｘ２３１Ｈ、Ｘ２３９Ｒ、Ｘ２４２Ｄ
、Ｘ２４６Ｋ、Ｘ２５５Ｄ及び／又はＸ２６５Ｆのうちの１つ以上、好ましくは２つ以上
、より好ましくは３つ以上を含む。
【０１２３】
　好ましい置換及び挿入は、以下の位置：Ｓ３Ｔ、Ｖ４Ｉ、Ｓ９Ｒ、Ａ１５Ｔ、Ｔ２２Ｒ
／Ａ、Ｓ２４Ｒ、Ｖ６６Ａ、Ｎ７４Ｄ、Ｎ８５Ｓ、Ｓ９７Ｄ、Ｓ９７ＡＤ、Ｓ９７Ａ、Ｓ
９７ＳＥ、Ｓ９９Ｇ、Ｓ９９Ｍ、Ｓ１０１Ａ、Ｖ１０２Ｎ／Ｉ、Ｎ１１４Ｌ、Ｇ１１６Ｖ
、Ｇ１１６Ｒ、Ｓ１２６Ｌ、Ｐ１２７Ｑ、Ｓ１２８Ａ、Ｇ１５３Ｄ、Ｇ１５７Ｄ、Ｙ１６
１Ａ、Ｒ１６４Ｓ、Ｓ１８２Ｄ、Ａ１８８Ｐ、Ｖ１９９Ｉ、Ｑ２００Ｌ／Ｄ／Ｅ、Ｙ２０
３Ｗ、Ｎ２１２Ｄ、Ｍ２１６Ｓ、Ａ２２６Ｖ、Ｑ２３１Ｈ、Ｑ２３９Ｒ、Ｎ２４２Ｄ、Ｎ
２４６Ｋ、Ｎ２５５Ｄ及び／又はＥ２６５Ｆのうちの１つ以上、好ましくは２つ以上、よ
り好ましくは３つ以上を含む。
【０１２４】
　好ましいプロテアーゼとしては、以下の変異を含む、配列番号１のアミノ酸配列と少な
くとも７０％、好ましくは少なくとも９０％、より好ましくは少なくとも９５％、更によ
り好ましくは少なくとも９９％、特に１００％の同一性を有するプロテアーゼに対して変
異を有するものが挙げられる：
　Ｓ９７ＳＥ；Ｓ９７ＡＤ；Ｎ７４Ｄ＋Ｓ１０１Ａ＋Ｖ１０２Ｉ；Ｓ８５Ｎ＋Ｓ９９Ｇ＋
Ｖ１０２Ｎ；Ｖ６６Ａ＋Ｓ９９Ｇ＋Ｖ１０２Ｎ；Ｇ１１６Ｖ＋Ｓ１２６Ｌ＋Ｐ１２７Ｑ＋
Ｓ１２８Ａ；Ｓ３Ｔ＋Ｖ４Ｉ＋Ａ１８８Ｐ＋Ｖ１９３Ｍ＋Ｖ１９９Ｉ＋Ｌ２１１Ｄ；Ｓ３
Ｔ＋Ｖ４Ｉ＋Ｒ９９Ｇ＋Ａ１８８Ｐ＋Ｖ１９３Ｍ＋Ｖ１９９Ｉ＋Ｌ２１１Ｄ；Ｓ３Ｔ＋Ｖ
４Ｉ＋Ｖ１９３Ｍ＋Ｖ１９９Ｉ＋Ｌ２１１Ｄ；Ｓ９Ｒ＋Ａ１５Ｔ＋Ｖ６６Ａ＋Ｎ２１２Ｄ
＋Ｑ２３９Ｒ、任意選択でＱ２００Ｌ／Ｄ／Ｅ及びＹ２０３Ｗのうちの１つ以上を含む；
Ｓ９９Ｎ＋Ｇ１１６Ｖ＋Ｓ１２６Ｌ＋Ｐ１２７Ｑ＋Ｓ１２８Ａ；Ｓ９９Ｇ＋Ｓ１０１Ａ＋
Ｖ１０２Ｉ、任意選択で、Ｔ２２Ａ、Ｔ２２Ｒ、Ｎ１４４Ｌ、Ｇ１５７Ｄ、Ｓ１８２Ｄ、
Ａ２２６Ｖ、Ｑ２３９Ｒ、及びＥ２６５Ｆのうちの１つ以上、好ましくは２つ以上を含む
。
【０１２５】
　好ましいプロテアーゼとしては、バチルス・ギブソニイ又はバチルス・レンタスに由来
するものが挙げられる。
【０１２６】
　好適な市販のプロテアーゼ酵素としては、Ｎｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ／Ｓ（Ｄｅｎｍａｒ
ｋ）によってＡｌｃａｌａｓｅ（登録商標）、Ｓａｖｉｎａｓｅ（登録商標）、Ｐｒｉｍ
ａｓｅ（登録商標）、Ｄｕｒａｚｙｍ（登録商標）、Ｐｏｌａｒｚｙｍｅ（登録商標）、
Ｋａｎｎａｓｅ（登録商標）、Ｌｉｑｕａｎａｓｅ（登録商標）、Ｌｉｑｕａｎａｓｅ　
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Ｕｌｔｒａ（登録商標）、Ｓａｖｉｎａｓｅ　Ｕｌｔｒａ（登録商標）、Ｏｖｏｚｙｍｅ
（登録商標）、Ｎｅｕｔｒａｓｅ（登録商標）、Ｅｖｅｒｌａｓｅ（登録商標）及びＥｓ
ｐｅｒａｓｅ（登録商標）の商品名で販売されているもの、Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅ
ｒｎａｔｉｏｎａｌによってＭａｘａｔａｓｅ（登録商標）、Ｍａｘａｃａｌ（登録商標
）、Ｍａｘａｐｅｍ（登録商標）、Ｐｒｏｐｅｒａｓｅ（登録商標）、Ｐｕｒａｆｅｃｔ
（登録商標）、Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｐｒｉｍｅ（登録商標）、Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｏｘ（
登録商標）、ＦＮ３（登録商標）、ＦＮ４（登録商標）、Ｅｘｃｅｌｌａｓｅ（登録商標
）及びＰｕｒａｆｅｃｔ　ＯＸＰ（登録商標）の商品名で販売されているもの、Ｓｏｌｖ
ａｙ　ＥｎｚｙｍｅｓによってＯｐｔｉｃｌｅａｎ（登録商標）及びＯｐｔｉｍａｓｅ（
登録商標）の商品名で販売されているもの、Ｈｅｎｋｅｌ／Ｋｅｍｉｒａから入手可能な
もの、すなわちＢＬＡＰ（以下の突然変異：Ｓ９９Ｄ＋Ｓ１０１Ｒ＋Ｓ１０３Ａ＋Ｖ１０
４Ｉ＋Ｇ１５９Ｓを有する米国特許第５，３５２，６０４号の図２９に示されている配列
、以下ＢＬＡＰと称する）、ＢＬＡＰ　Ｒ（Ｓ３Ｔ＋Ｖ４Ｉ＋Ｖ１９９Ｍ＋Ｖ２０５Ｉ＋
Ｌ２１７Ｄを有するＢＬＡＰ）、ＢＬＡＰ　Ｘ（Ｓ３Ｔ＋Ｖ４Ｉ＋Ｖ２０５Ｉを有するＢ
ＬＡＰ）及びＢＬＡＰ　Ｆ４９（Ｓ３Ｔ＋Ｖ４Ｉ＋Ａ１９４Ｐ＋Ｖ１９９Ｍ＋Ｖ２０５Ｉ
＋Ｌ２１７Ｄを有するＢＬＡＰ）（いずれもＨｅｎｋｅｌ／Ｋｅｍｉｒａ製）、並びに花
王製のＫＡＰ（突然変異Ａ２３０Ｖ＋Ｓ２５６Ｇ＋Ｓ２５９Ｎを有するバチルス・アルカ
ロフィラスのサブチリシン）が挙げられる。
【０１２７】
　ビルダー
　好適なビルダーとしては、アルミノケイ酸塩（例えば、ゼオライトＡ、ゼオライトＰ及
びゼオライトＭＡＰなどのゼオライトビルダー）、ケイ酸塩、リン酸塩、例えば、ポリリ
ン酸塩（例えば、トリ－ポリリン酸ナトリウム）、具体的にはそのナトリウム塩；炭酸塩
、重炭酸塩、セスキ炭酸塩、及び炭酸ナトリウム又はセスキ炭酸塩以外の炭酸塩鉱物；有
機モノ－、ジ－、トリ－、及びテトラカルボキシレート、特に、酸、ナトリウム、カリウ
ム、又はアルカノールアンモニウム塩形態の水溶性非界面活性剤カルボキシレート、並び
に脂肪族及び芳香族型を含むオリゴマー又は水溶性低分子量ポリマーカルボキシレート、
並びにフィチン酸が挙げられる。追加の好適なビルダーは、クエン酸、乳酸、脂肪酸、ポ
リカルボキシレートビルダー、例えば、アクリル酸のコポリマー、アクリル酸及びマレイ
ン酸のコポリマー、並びにアクリル酸及び／又はマレイン酸のコポリマー、並びに様々な
種類の追加の官能基を有する他の好適なエチレン系モノマーから選択され得る。あるいは
、組成物はビルダーを実質的に含まなくてもよい。
【０１２８】
　ポリマー分散剤
　好適なポリマーとしては、ポリアクリレート、ポリアクリル酸－マレイン酸コポリマー
、及びそのスルホン化修飾物、例えば、疎水変性スルホン化アクリル酸コポリマーなどの
ポリマーカルボキシレートが挙げられるが、これらに限定されない。ポリマーは、セルロ
ース系ポリマー、ポリエステル、ポリテレフタレート、ポリエチレングリコール、エチレ
ンオキシド－プロピレンオキシド－エチレンオキシド（ＥＯｘ１ＰＯｙＥＯｘ２）トリブ
ロックコポリマーであって、式中、ｘ１及びｘ２のそれぞれは、約２～約１４０の範囲で
あり、ｙは、約１５～約７０の範囲であるトリブロックコポリマー、ポリエチレンイミン
、これらの任意の修飾された変異型、例えば、グラフト化ビニル及び／又はアルコール部
分を有するポリエチレングリコール、並びにこれらの任意の組み合わせであってよい。場
合によっては、分散剤ポリマーは、上記のとおりレオロジー変性剤としても機能し得る。
【０１２９】
　好適なポリエチレンイミンポリマーとしては、プロポキシル化ポリアルキレンイミン（
例えば、ＰＥＩ）ポリマーが挙げられる。プロポキシル化ポリアルキレンイミン（例えば
、ＰＥＩ）ポリマーは、エトキシル化されてもよい。プロポキシル化ポリアルキレンイミ
ン（例えば、ＰＥＩ）ポリマーは、内側ポリエチレンオキシドブロックと外側ポリプロピ
レンオキシドブロックとを有し得、エトキシル化度及びプロポキシル化度は、特定の限界
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値を上回りも下回りもしない。ポリエチレンブロックのポリプロピレンブロックに対する
比（ｎ／ｐ）は、約０．６から、又は約０．８から、又は約１から、最大約１０、又は最
大約５、又は最大約３であってよい。ｎ／ｐ比は、約２であり得る。プロポキシル化ポリ
アルキレンイミンは、約２００ｇ／モル～約１２００ｇ／モル、又は約４００ｇ／モル～
約８００ｇ／モル、又は約６００ｇ／モルの重量平均分子量（アルコキシル化前に測定し
たとき）を有するＰＥＩ骨格鎖を有し得る。プロポキシル化ポリアルキレンイミンの分子
量は、約８，０００～約２０，０００ｇ／モル、又は約１０，０００～約１５，０００ｇ
／モル、又は約１２，０００ｇ／モルであってよい。
【０１３０】
　好適なプロポキシル化ポリアルキレンイミンポリマーは、以下の構造の化合物を含み得
る：
【０１３１】
【化２】

　（式中、ＥＯは、エトキシレート基であり、ＰＯは、プロポキシレート基である）。上
に示す化合物は、ＥＯ：ＰＯのモル比が１０：５（例えば、２：１）であるＰＥＩである
。他の同様の好適な化合物は、約１０：５又は約２４：１６のモル比で存在するＥＯ及び
ＰＯ基を含んでいてよい。
【０１３２】
　汚れ遊離ポリマー
　好適な汚れ放出ポリマーは、以下の構造（Ｉ）、（ＩＩ）、又は（ＩＩＩ）のうちの１
つによって定義される構造を有する：
　（Ｉ）－［（ＯＣＨＲ１－ＣＨＲ２）ａ－Ｏ－ＯＣ－Ａｒ－ＣＯ－］ｄ

　（ＩＩ）－［（ＯＣＨＲ３－ＣＨＲ４）ｂ－Ｏ－ＯＣ－ｓＡｒ－ＣＯ－］ｅ

　（ＩＩＩ）－［（ＯＣＨＲ５－ＣＨＲ６）ｃ－ＯＲ７］ｆ

　（式中、
　ａ、ｂ及びｃは、１～２００であり、
　ｄ、ｅ及びｆは、１～５０であり、
　Ａｒは、１，４－置換フェニレンであり、
　ｓＡｒは、５位がＳＯ３Ｍｅで置換されている１，３－置換フェニレンであり、
　Ｍｅは、Ｌｉ、Ｋ、Ｍｇ／２、Ｃａ／２、Ａｌ／３、アンモニウム、モノ－、ジ－、ト
リ－、若しくはテトラ－アルキルアンモニウム（ここで、アルキル基は、Ｃ１～Ｃ１８ア
ルキル又はＣ２～Ｃ１０ヒドロキシアルキルである）、又はこれらの混合物であり、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は、独立して、Ｈ又はＣ１～Ｃ１８　ｎ－若し
くはイソ－アルキルから選択され、
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　Ｒ７は、直鎖状若しくは分枝状Ｃ１～Ｃ１８アルキル、又は直鎖状若しくは分枝状Ｃ２

～Ｃ３０アルケニル、又は５～９個の炭素原子を有するシクロアルキル基、又はＣ８～Ｃ

３０アリール基、又はＣ６～Ｃ３０アリールアルキル基である）。
【０１３３】
　好適な汚れ遊離ポリマーは、Ｒｈｏｄｉａによって供給されているＲｅｐｅｌ－ｏ－ｔ
ｅｘ　ＳＦ、ＳＦ－２及びＳＲＰ６を含むＲｅｐｅｌ－ｏ－ｔｅｘポリマーなどのポリエ
ステル汚れ遊離ポリマーである。他の好適な汚れ放出ポリマーとしては、Ｃｌａｒｉａｎ
ｔによって供給されているＴｅｘｃａｒｅ　ＳＲＡ１００、ＳＲＡ３００、ＳＲＮ１００
、ＳＲＮ１７０、ＳＲＮ２４０、ＳＲＮ３００及びＳＲＮ３２５を含むＴｅｘｃａｒｅポ
リマーが挙げられる。他の好適な汚れ放出ポリマーは、Ｍａｒｌｏｑｕｅｓｔポリマー（
例えば、Ｓａｓｏｌにより供給されているＭａｒｌｏｑｕｅｓｔ　ＳＬなど）である。
【０１３４】
　セルロース系ポリマー
　好適なセルロース系ポリマーとしては、アルキルセルロース、アルキルアルコキシアル
キルセルロース、カルボキシアルキルセルロース、アルキルカルボキシアルキルセルロー
スから選択されるものが挙げられる。セルロース系ポリマーは、カルボキシメチルセルロ
ース、メチルセルロース、メチルヒドロキシエチルセルロース、メチルカルボキシメチル
セルロース、及びこれらの混合物からなる群から選択され得る。一態様では、カルボキシ
メチルセルロースは、０．５～０．９のカルボキシメチル置換度及び１００，０００Ｄａ
～３００，０００Ｄａの分子量を有する。
【０１３５】
　アミン
　アミンの非限定的な例としては、ポリエーテルアミン、ポリアミン、オリゴアミン、ト
リアミン、ジアミン、ペンタミン、テトラアミン、又はこれらの組み合わせを挙げること
ができるが、これらに限定されない。好適な追加のアミンの具体的な例としては、テトラ
エチレンペンタミン、トリエチレンテトラアミン、ジエチレントリアミン、又はこれらの
混合物が挙げられる。
【０１３６】
　漂白剤
　漂白触媒以外の好適な漂白剤としては、光漂白剤、漂白活性剤、過酸化水素、過酸化水
素源、予形成過酸、及びこれらの混合物が挙げられる。概して、漂白剤を用いる場合、本
発明の洗剤組成物は、洗剤組成物の約０．１重量％～約５０重量％、又は更には約０．１
重量％～約２５重量％の漂白剤を含み得る。
【０１３７】
　漂白触媒
　好適な漂白触媒としては、イミニウムカチオン及びポリイオン、イミニウム双性イオン
、変性アミン、変性アミンオキシド、Ｎ－スルホニルイミン、Ｎ－ホスホニルイミン、Ｎ
－アシルイミン、チアジアゾールジオキシド、ペルフルオロイミン、環状糖ケトン、並び
にこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【０１３８】
　増白剤
　本開示に好適な市販の蛍光増白剤は、スチルベン、ピラゾリン、クマリン、ベンゾキサ
ゾール、カルボン酸、メチンシアニン、ジベンゾチオフェン－５，５－ジオキシド、アゾ
ール、５及び６員環の複素環、並びに他の様々な物質の誘導体を含むがこれらに限定され
ない、サブグループに分類することができる。
【０１３９】
　蛍光増白剤は、４，４’－ビス｛［４－アニリノ－６－モルホリノ－ｓ－トリアジン－
２－イル］－アミノ｝－２，２’－スチルベンジスルホン酸二ナトリウム（増白剤１５、
ＢＡＳＦによって商標名Ｔｉｎｏｐａｌ　ＡＭＳ－ＧＸとして市販されている）、４，４
’－ビス｛［４－アニリノ－６－（Ｎ－２－ビス－ヒドロキシエチル）－ｓ－トリアジン



(26) JP 2021-528534 A 2021.10.21

10

20

30

40

50

－２－イル］－アミノ｝－２，２’－スチルベンジスルホン酸二ナトリウム（ＢＡＳＦに
よって商標名Ｔｉｎｏｐａｌ　ＵＮＰＡ－ＧＸとして市販されている）、４，４’－ビス
｛［４－アニリノ－６－（Ｎ－２－ヒドロキシエチル－Ｎ－メチルアミノ）－ｓ－トリア
ジン－２－イル］－アミノ｝－２，２’－スチルベンジスルホン酸二ナトリウム（ＢＡＳ
Ｆによって商標名Ｔｉｎｏｐａｌ　５　ＢＭ－ＧＸとして市販されている）からなる群か
ら選択され得る。より好ましくは、蛍光増白剤は、４，４’－ビス｛［４－アニリノ－６
－モルホリノ－ｓ－トリアジン－２－イル］－アミノ｝－２，２’－スチルベンジスルホ
ン酸二ナトリウムである。
【０１４０】
　増白剤は、粒子の形態で、又は好適な溶媒、例えば非イオン性界面活性剤、プロパンジ
オールとのプレミックスとして添加されてもよい。
【０１４１】
　布地色相剤
　布地色相剤（時に補色剤、青味剤、又は白化剤とも称される）は、典型的には、青色又
は紫色の色合いを布地に与える。色相剤は、単独又は組み合わせのいずれかで使用され、
特定の色相の色合いを作り出し、かつ／又は異なる種類の布地に色合いを付けることがで
きる。これは、例えば赤と緑－青の染料とを混合して青又は紫の色合いを生じさせること
によりもたらされ得る。色相剤は、アクリジン、アントラキノン（多環式キノンを含む）
、アジン、前金属化した（premetallized）アゾを含むアゾ（例えば、モノアゾ、ジアゾ
、トリスアゾ、テトラキスアゾ、ポリアゾ）、ベンゾジフラン及びベンゾジフラノン、カ
ロテノイド、クマリン、シアニン、ジアザヘミシアニン、ジフェニルメタン、ホルマザン
、ヘミシアニン、インジゴイド、メタン、ナフタルイミド、ナフトキノン、ニトロ及びニ
トロソ、オキサジン、フタロシアニン、ピラゾール、スチルベン、スチリル、トリアリー
ルメタン、トリフェニルメタン、キサンテン、並びにこれらの混合物を含むが、これらに
限定されない、任意の既知の染料の化学分類から選択され得る。
【０１４２】
　好適な布地色相剤としては、染料、染料－粘土結合体、並びに有機及び無機顔料が挙げ
られる。また、好適な染料としては、小分子染料及びポリマー染料も挙げられる。好適な
小分子染料としては、ブルー、バイオレット、レッド、グリーン又はブラックとして分類
され、単独で又は組み合わせてのいずれかで所望の色合いをもたらす、例えばダイレクト
染料、ベーシック染料、リアクティブ染料若しくは加水分解したリアクティブ染料、溶媒
染料、又は分散染料のカラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）分類に入る染料からなる群から選
択される小分子染料が挙げられる。好適なポリマー染料としては、共有結合している（結
合していると称されることもある）色原体（染料－ポリマー結合体）を含有するポリマー
、例えば、ポリマーの主鎖に共重合した色原体を有するポリマー、及びこれらの混合物か
らなる群から選択されるポリマー染料が挙げられる。好適なポリマー染料としてはまた、
Ｌｉｑｕｉｔｉｎｔ（登録商標）（Ｍｉｌｌｉｋｅｎ、Ｓｐａｒｔａｎｂｕｒｇ，Ｓｏｕ
ｔｈ　Ｃａｒｏｌｉｎａ，ＵＳＡ）の名称で販売されている布地直接着色剤、少なくとも
１種の反応染料と、ヒドロキシル部分、一級アミン部分、二級アミン部分、チオール部分
、及びこれらの混合部分からなる群から選択される部分を含むポリマーからなる群から選
択されるポリマーと、から形成される染料－ポリマー結合体からなる群から選択されるポ
リマー染料も挙げられる。好適なポリマー染料としては、Ｌｉｑｕｉｔｉｎｔ（登録商標
）バイオレットＣＴ、Ｍｅｇａｚｙｍｅ（Ｗｉｃｋｌｏｗ，Ｉｒｅｌａｎｄ）によって商
品名ＡＺＯ－ＣＭ－ＣＥＬＬＵＬＯＳＥ、商品コードＳ－ＡＣＭＣとして販売されている
Ｃ．Ｉ．リアクティブブルー１９と共役されているＣＭＣなどのリアクティブブルー、リ
アクティブバイオレット、又はリアクティブレッドの染料と結合体化しているカルボキシ
メチルセルロース（ＣＭＣ）、アルコキシル化トリフェニル－メタンポリマー着色剤、ア
ルコキシル化チオフェンポリマー着色剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される
ポリマー染料も挙げられる。
【０１４３】
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　前述の布地色相剤は、組み合わせて使用されてもよい（布地色相剤のいずれの混合物が
使用されてもよい）。
【０１４４】
　カプセル化剤
　封入体は、コアと、内面及び外面を有するシェルとを含んでいてよく、当該シェルが当
該コアを封入する。コアは、あらゆる洗濯ケア助剤を含むことができるが、典型的には、
コアは、香料；増白剤；色調染料；防虫剤；シリコーン；ワックス；着香剤；ビタミン；
布地柔軟化剤；スキンケア剤、一態様では、パラフィン；酵素；抗菌剤；漂白剤；感覚剤
；及びこれらの混合物からなる群から選択される材料を含んでもよく、当該シェルは、ポ
リエチレン；ポリアミド；所望により他のコ－モノマーを含有するポリビニルアルコール
；ポリスチレン；ポリイソプレン；ポリカーボネート；ポリエステル；ポリアクリレート
；アミノプラスト（一態様では、当該アミノプラストは、ポリ尿素、ポリウレタン、及び
／又はポリ尿素ウレタンを含んでもよく、一態様では、当該ポリ尿素は、ポリオキシメチ
レン尿素及び／又はメラミンホルムアルデヒドを含んでもよい）；ポリオレフィン；多糖
類、（一態様では、当該多糖類は、アルギン酸塩及び／又はキトサンを含んでもよい）；
ゼラチン；セラック；エポキシ樹脂；ビニルポリマー；水不溶性無機材料；シリコーン；
並びにこれらの混合物からなる群から選択される材料を含んでもよい。
【０１４５】
　好ましい封入剤は、香料を含む。好ましい封入物は、メラミンホルムアルデヒド及び／
又は架橋メラミンホルムアルデヒドを含んでいてもよいシェルを含む。他の好ましいカプ
セルは、ポリアクリレート系シェルを含む。好ましい封入剤は、コア材とシェルとを含み
、当該シェルは、当該コア材を少なくとも部分的に取り囲むことが開示されている。当該
封入剤の少なくとも７５％、８５％、又は更には９０％は、０．２ＭＰａ～１０ＭＰａの
破壊強度、及び封入された有益剤の初期総量に対して０％～２０％、又は更には１０％若
しくは５％未満の有益剤漏出率を有し得る。当該封入体の少なくとも７５％、８５％、若
しくは更には９０％が、（ｉ）１マイクロメートル～８０マイクロメートル、５マイクロ
メートル～６０マイクロメートル、１０マイクロメートル～５０マイクロメートル、若し
くは更には１５マイクロメートル～４０マイクロメートルの粒径を有し得、及び／又は（
ｉｉ）当該封入体の少なくとも７５％、８５％、若しくは更には９０％が、３０ｎｍ～２
５０ｎｍ、８０ｎｍ～１８０ｎｍ、又は更には１００ｎｍ～１６０ｎｍの粒子壁厚を有し
得るものが好ましい。ホルムアルデヒドスカベンジャーは、封入剤と共に、例えばカプセ
ルスラリー中で用いてもよく、及び／又は封入剤を組成物に添加する前、添加している間
、若しくは添加した後に組成物に添加してもよい。
【０１４６】
　好適なカプセルは、既知のプロセスを使用して作製することができる。あるいは、好適
なカプセルは、Ｅｎｃａｐｓｙｓ　ＬＬＣ（Ａｐｐｌｅｔｏｎ，Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ　Ｕ
ＳＡ）から購入することができる。好ましい態様では、組成物は、好ましくは封入剤に加
えて、付着助剤を含んでもよい。好ましい付着助剤は、カチオン性及び非イオン性ポリマ
ーからなる群から選択される。好適なポリマーとしては、カチオンデンプン、カチオン性
ヒドロキシエチルセルロース、ポリビニルホルムアルデヒド、ローカストビーンガム、マ
ンナン、キシログルカン、タマリンドガム、ポリエチレンテレフタレート、並びに任意に
アクリル酸及びアクリルアミドを含む群から選択される１つ以上のモノマーと共にジメチ
ルアミノエチルメタクリレートを含有するポリマーが挙げられる。
【０１４７】
　香料
　香料及び香料成分の非限定的な例としては、アルデヒド、ケトン、エステルなどが挙げ
られるが、これらに限定されない。他の例としては、様々な天然抽出物及び天然エキスが
挙げられ、これらは、オレンジ油、レモン油、バラ抽出物、ラベンダー、ムスク、パチョ
リ、バルサムエキス、ビャクダン油、パイン油、シーダーなどの成分の複雑な混合物を含
むことができる。仕上げた香料は、そのような成分の非常に複雑な混合物を含むことがで
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きる。仕上げた香料は、洗剤組成物の約０．０１重量％～約２重量％の範囲の濃度で含ま
れ得る。
【０１４８】
　移染防止剤
　移染防止剤は、洗浄プロセス中のある布地から別の布地への染料の移動を阻害するのに
有効である。概して、このような移染防止剤としては、ポリビニルピロリドンポリマー、
ポリアミンＮ－オキシドポリマー、Ｎ－ビニルピロリドン及びＮ－ビニルイミダゾールの
コポリマー、マンガンフタロシアニン、ペルオキシダーゼ、並びにこれらの混合物を挙げ
ることができる。使用する場合、これらの剤は、組成物の約０．０００１重量％～約１０
重量％、いくつかの例では、組成物の約０．０１重量％～約５重量％、他の例では、組成
物の約０．０５重量％～約２重量％の濃度で使用されてもよい。
【０１４９】
　キレート剤
　好適なキレート剤としては、銅、鉄、及び／又はマンガンキレート剤、並びにこれらの
混合物が挙げられる。このようなキレート剤は、ホスホネート、アミノカルボキシレート
、アミノホスホネート、スクシネート、多官能的に置換された芳香族キレート剤、２－ピ
リジノール－Ｎーオキシド化合物、ヒドロキサム酸、カルボキシメチルイヌリン、及びこ
れらの混合物からなる群から選択することができる。キレート剤は、酸の形態、又は、ア
ルカリ金属、アンモニウム、及びその置換アンモニウム塩、並びにこれらの混合物を含む
、塩の形態で存在することができる。本明細書での使用に好適な他のキレート剤は、市販
のＤＥＱＵＥＳＴシリーズ、並びにＭｏｎｓａｎｔｏ製、Ａｋｚｏ－Ｎｏｂｅｌ製、Ｄｕ
Ｐｏｎｔ製、Ｄｏｗ製、ＢＡＳＦのＴｒｉｌｏｎ（登録商標）シリーズ及びＮａｌｃｏ製
のキレート剤である。
【０１５０】
　抑泡剤
　泡の形成を低減又は抑制するための化合物を、水溶性単位用量物品に組み込んでもよい
。抑泡性は、いわゆる「高濃度洗浄プロセス」において、また前側投入方式の洗濯機にお
いて、特に重要である場合がある。抑泡剤の例としては、モノカルボン脂肪酸及びその中
の可溶性塩、パラフィンなどの高分子量炭化水素、脂肪酸エステル（例えば、脂肪酸トリ
グリセリド）、一価アルコールの脂肪酸エステル、脂肪族Ｃ１８～Ｃ４０ケトン（例えば
、ステアロン）、Ｎ－アルキル化アミノトリアジン、好ましくは融点が約１００℃未満で
あるワックス状炭化水素、シリコーン抑泡剤、並びに二級アルコールが挙げられる。
【０１５１】
　更なる好適な消泡剤は、フェニルプロピルメチル置換ポリシロキサンに由来するもので
ある。
【０１５２】
　洗剤組成物は、シリコーン樹脂、及び変性シリカである一次充填剤と組み合わせたアリ
ール又はアルキルアリール置換基を伴う有機変性シリコーンポリマーから選択される抑泡
剤を含んでもよい。洗剤組成物は、組成物の約０．００１重量％～約４．０重量％のこの
ような抑泡剤を含んでいてよい。
【０１５３】
　洗剤組成物は、ａ）約８０～約９２％のエチルメチル、メチル（２－フェニルプロピル
）シロキサン；ステアリン酸オクチル中約５～約１４％のＭＱ樹脂、及び約３～約７％の
変性シリカの混合物；ｂ）約７８～約９２％のエチルメチル、メチル（２－フェニルプロ
ピル）シロキサン；ステアリン酸オクチル中約３～約１０％のＭＱ樹脂；約４～約１２％
の変性シリカの混合物；又はｃ）これらの混合物、から選択される抑泡剤を含み、百分率
は、消泡剤の重量に対するものである。
【０１５４】
　増泡剤
　高起泡性が望ましい場合、Ｃ１０～Ｃ１６アルカノールアミドなどの増泡剤を使用して
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よい。いくつかの例としては、Ｃ１０～Ｃ１４モノエタノール及びジエタノールアミドが
挙げられる。必要に応じて、ＭｇＣｌ２、ＭｇＳＯ４、ＣａＣｌ２、ＣａＳＯ４などの水
溶性マグネシウム及び／又はカルシウム塩を、洗剤組成物の約０．１重量％～約２重量％
の濃度で添加して、追加の泡をもたらし、脂除去性能を増強することもできる。
【０１５５】
　コンディショニング剤
　好適なコンディショニング剤としては、高融点脂肪族化合物が挙げられる。本明細書に
おいて有用な高融点脂肪族化合物は、２５℃以上の融点を有し、脂肪族アルコール、脂肪
酸、脂肪族アルコール誘導体、脂肪酸誘導体、及びこれらの混合物からなる群から選択さ
れる。好適なコンディショニング剤としては、非イオン性ポリマー及びコンディショニン
グオイル、例えば、炭化水素油、ポリオレフィン、及び脂肪酸エステルも挙げられる。
【０１５６】
　好適なコンディショニング剤としては、一般にシリコーン（例えば、シリコーンオイル
、ポリオイル、カチオン性シリコーン、シリコーンガム、高屈折率のシリコーン、及びシ
リコーン樹脂）、有機コンディショニングオイル（例えば、炭化水素油、ポリオレフィン
、及び脂肪酸エステル）、若しくはこれらの組み合わせを特徴とするコンディショニング
剤、又は他の方法で本明細書の水性界面活性剤マトリックス中に液体の分散粒子を形成す
るコンディショニング剤が挙げられる。
【０１５７】
　布地強化ポリマー
　好適な布地強化ポリマーは、典型的には、カチオン性に帯電され、かつ／又は高分子量
を有する。布地強化ポリマーは、ホモポリマーであってもよく、又は２つ以上の種類のモ
ノマーから形成されてもよい。ポリマーのモノマー重量は、概して、５，０００～１０，
０００，０００、典型的には少なくとも１０，０００、好ましくは１００，０００～２，
０００，０００の範囲である。好ましい布地強化ポリマーは、組成物の意図される用途の
ｐＨ（このｐＨは、概して、ｐＨ３～ｐＨ９、好ましくはｐＨ４～ｐＨ８の範囲）におい
て、少なくとも約０．２ｍｅｑ／ｇｍ、好ましくは少なくとも０．２５ｍｅｑ／ｇｍ、よ
り好ましくは少なくとも０．３ｍｅｑ／ｇｍであり、ただしまた、好ましくは５ｍｅｑ／
ｇｍ未満、より好ましくは３ｍｅｑ／ｇｍ未満、最も好ましくは２ｍｅｑ／ｇｍ未満でも
ある、カチオン電荷密度を有する。布地強化ポリマーは、天然起源のもであっても又は合
成起源のものであってもよい。
【０１５８】
　真珠光沢剤
　真珠光沢剤の非限定的な例としては、以下が挙げられる：雲母、二酸化チタンコーティ
ングした雲母、オキシ塩化ビスマス、魚のうろこ、アルキレングリコールのモノエステル
及びジエステル。真珠光沢剤は、エチレングリコールジステアレート（ＥＧＤＳ）であっ
てもよい。
【０１５９】
　衛生及び悪臭
　好適な衛生及び悪臭活性剤としては、リシノール酸亜鉛、チモール、Ｂａｒｄａｃ（登
録商標）などの四級アンモニウム塩、ポリエチレンイミン（ＢＡＳＦ製のＬｕｐａｓｏｌ
（登録商標）など）及びその亜鉛錯体、銀及び銀化合物、特に、Ａｇ＋又はナノ銀分散体
をゆっくり放出するように設計されたものが挙げられる。
【０１６０】
　緩衝系
　本明細書に記載の水溶性単位用量物品は、水性クリーニング操作において使用している
間、洗浄水が約７．０～約１２、いくつかの例では約７．０～約１１のｐＨを有するよう
に配合され得る。推奨される使用濃度でｐＨを制御する技法としては、緩衝剤、アルカリ
、又は酸の使用が挙げられ、これらは当業者には公知である。これらの技術としては、炭
酸ナトリウム、クエン酸若しくはクエン酸ナトリウム、乳酸若しくは乳酸塩、モノエタノ
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ールアミン若しくは他のアミン、ホウ酸若しくはホウ酸塩、及び当該技術分野において既
知の他のｐＨ調整化合物の使用が挙げられるが、これらに限定されない。
【０１６１】
　本明細書の洗剤組成物は、動的な洗浄中ｐＨプロファイルを含んでもよい。このような
洗剤組成物では、（ｉ）水と接触した約３分後に洗浄液のｐＨが１０を超え、（ｉｉ）水
と接触した約１０分後に洗浄液のｐＨが９．５未満になり、（ｉｉｉ）水と接触した約２
０分後に洗浄液のｐＨが９．０未満になり、そして（ｉｖ）所望により、洗浄液の平衡ｐ
Ｈが約７．０～約８．５の範囲になるように、ワックスで覆われたクエン酸粒子を他のｐ
Ｈ制御剤と共に使用してもよい。
【０１６２】
　作製方法
　図３に例示するように、フィラメント形成組成物３５の溶液が提供される。フィラメン
ト形成組成物は、１つ以上のフィラメント形成材料と、所望により１つ以上の活性剤とを
含んでいてよい。フィラメント形成組成物３５は、複数の紡糸口金４５を含む１つ以上の
ダイブロックアセンブリ４０を通過して、１つ以上のフィラメント形成材料と所望により
１つ以上の活性剤とを含む複数の繊維要素３０を形成する。複数のダイブロック組立体４
０を用いて、繊維要素３０の異なる層を紡糸することができ、異なる層の繊維要素３０は
互いに異なる組成を有するか、又は互いに同じである。所与のプライにおいて３つ、４つ
、又は任意の他の整数の層を形成するために、直列接続された２つを超えるダイブロック
アセンブリを提供することができる。機械方向ＭＤに移動しているベルト５０上に繊維要
素３０を堆積させて、第１のプライ１０を形成することができる。
【０１６３】
　ダイブロックアセンブリ４０とベルト５０との間の繊維要素３０の流れに粒子を導入す
ることができる。粒子受け部からベルトフィーダー４１又は所望によりスクリューフィー
ダーに、粒子を供給することができる。所望の粒子塊をプロセスに送達するように、ベル
トフィーダー４１を設定及び制御することができる。ベルトフィーダーは、空気流中の粒
子を繊維要素３０内に懸濁させ、方向付けるエアナイフ４２を供給して、その後ベルト５
０上に堆積する繊維要素３０及び粒子が混合された粒子－繊維層を形成することができる
。
【０１６４】
　水溶性製品を形成するために、第１のプライ１０を提供することができる。第２のプラ
イ１５は、第１のプライ１０とは別個に提供され得る。第１のプライ１０及び第２のプラ
イ１５は、互いに重ね合わせられる。重ね合わせられるとは、重ね合わせられたプライの
間に追加のプライ又は他の材料、例えば活性剤が配置されていてもよいという条件で、一
方が他方の上又は下に配置されることを意味する。第１プライ１０の一部を第２のプライ
１５の一部に接合させて、水溶性製品５を形成することができる。各プライは１つ以上の
層を含んでいてよい。
【０１６５】
　粒子－繊維層
　粒子－繊維層は、いくつかの方法で配置され得る。粒子のクラスタは、層内に分布した
ポケット内に分布し得、このようなポケットは、繊維要素の層の間に形成され得、粒子の
各クラスタ内の接触ネットワーク及び多孔性は、従来の粒子パッキングの物理学によって
支配されるが、クラスタは層内で実質的に拡張される。粒子は、繊維構造体全体にわたっ
て比較的均質に分布してよく、局所的な粒子クラスタを実質的に含まず、パッキングは、
個々の粒子のスケールで実質的に拡張され、粒子間接触がより少なく、粒子間孔が大きく
なる。理論に束縛されるものではないが、繊維要素及び粒子を含む層を含む水溶性単位用
量物品は、ＡＥＳなどの粘着性界面活性剤が、拡張構造を有する粒子に隔離された場合、
水の拡張構造への迅速な吸水及び粘着性界面活性剤を有する粒子間の接触の減少の両方に
よって単位用量物品の分散及び溶解を改善すると考えられる。
【０１６６】
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　洗濯方法
　本発明はまた、本発明による物品を使用する洗濯方法であって、本発明による少なくと
も１つの物品を、洗浄される洗濯物と一緒に洗濯機に入れる工程と、洗浄又はクリーニン
グ操作を行う工程とを含む、洗濯方法を包含する。
【０１６７】
　任意の好適な洗濯機が使用され得る。
【０１６８】
　当業者は、関連の洗浄操作に好適な機械を認識するであろう。本発明の物品は、布地添
加剤、布地柔軟剤、すすぎ助剤などの他の組成物と共に使用され得る。
【０１６９】
　洗浄温度は、例えば、３０℃以下であってよい。洗浄プロセスは、５～２０分の持続時
間を有する少なくとも１回の洗浄サイクルを含み得る。自動洗濯機は回転ドラムを含み得
、少なくとも１回の洗濯サイクル中、ドラムは、１５～４０ｒｐｍ、好ましくは２０～３
５ｒｐｍの回転速度を有する。
【０１７０】
　水溶性繊維構造体と、当該構造体全体にわたって分布している１つ以上のレオロジー変
性粒子とを含む水溶性単位用量物品は、例えば、バター、牛肉、草、紅茶、スパゲティ、
皮脂、ワイン、及び布地に付与され得る任意の他の種類の染みなどの１つ以上の種類の染
みを除去することができる。
【０１７１】
　驚くべきことに、水溶性繊維構造体と、当該構造体全体にわたって分布している１つ以
上のレオロジー変性粒子とを含む水溶性単位用量物品は、例えば、水溶性フィルムで構築
された単位用量物品などの他の種類の単一単位用量物品に対して固有の皮脂の染み除去特
性を呈することが見出された。以下の表に示すように、液体を含有する単一単位用量と比
較した場合、水溶性繊維構造体の単一用量は、著しく高い人工皮脂の染みを除去する能力
を有するが、単一単位用量の酵素含量全体は増加しない。
【０１７２】
　表１の以下の組成に従って、以下のサンプルを作製した。
【０１７３】
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【表１】

　＊限定されないが、プロパンジオール、グリセロール、エタノール、ジプロピレングリ
コール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコールを挙げることができる。
【０１７４】
　染みの付いた布地見本を作製した。洗浄試験の前に、比色計を用いて、試験染みの視認
度を測定した。それぞれの染みを個々に測定した。これらの出発値を記録し、洗浄後のそ
れぞれ個々の試験染みの除去パーセンテージを算出した。染みの付いた布地（染み／サイ
クル当たり２枚）及び２．５ｋｇの混合バラスト荷重（木綿及びポリコットン）を、ＰＶ
Ａ－フィルム（多区画）に封入した処方物Ａ＆Ｂで洗浄した（Ｋｅｎｍｏｒｅ洗濯機、ノ
ーマル／レギュラーサイクル、３２℃、水の硬度：１．５ｍｍｏｌ／Ｌ）。洗浄サイクル
後、染みの付いた布地をタンブル乾燥機で乾かした。毎回新しい染みを用いてこの洗浄プ
ロセスを４回繰り返し、合計８枚／染みとした。洗浄試験後２４時間以内に、布地の残り
の染みの視認度を測定した。
【０１７５】
　それぞれの染みの染み除去指数パーセンテージを、次式を用いて算出した。
　％ＳＲＩ＝（色新しい染み－色洗浄後の染み）／（色新しい染み）×１００％
　Ａ、Ｂ、及びＣ間の染み除去の差を算出するために、％ＳＲＩＣ－％ＳＲＩＡ及び％Ｓ
ＲＩＣ－％ＳＲＩＢを計算した。正の値は、Ｃの染み除去性能がより優れていることを示
す。
【０１７６】
【表２】
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【０１７７】
　サンプルＡは、Ｔｉｄｅ　Ｐｏｄであり、好ましい酵素パッケージを有する水溶性フィ
ルムで構築された単一単位用量物品を表す。サンプルＢは、好ましい酵素パッケージを有
さない繊維構造体単一用量を表す。サンプルＣは、好ましい酵素パッケージを有する繊維
構造体単一用量を表す。上記の表に示されたように、好ましい酵素パッケージを有する繊
維構造体単位用量（サンプルＣ）は、Ｂｌａｃｋ　Ｔｏｄｄ　Ｃｌａｙの染み、草の染み
、Ｌｉｐｔｏｎ紅茶の染み、皮脂の染み、及び粉塵皮脂の染みについて、好ましい酵素パ
ッケージを有する水溶性フィルムで構築された単一単位用量物品（サンプルＡ）よりも著
しく優れた機能を発揮した。サンプルＢと比較した場合、サンプルＣは、皮脂の染みに対
して著しく優れた機能を発揮した。好ましい酵素パッケージは、Ｖ４２ＣＷＰ、ＦＮ３、
Ｖ４４５ＸＷＡ、Ｔｅｒｍａｍｙｌ　Ｕｌｔｒａ、及びマンナナーゼの組み合わせであっ
てもよい。
【０１７８】
　上記の表に示されたように、本発明による組成物は、サンプルＣで使用した酵素の全体
的な重量がサンプルＡよりも１１．３％少ないにもかかわらず、皮脂の染みのより優れた
染み除去を提供した。理論に束縛されるものではないが、繊維構造体単一用量は洗浄溶液
のアルカリ性を増大させ得ると考えられる（サンプルＢ及びＣ）。得られた洗浄溶液は、
例えば、８～１４、９～１２、９～１１、又は１０～１２など、８以上のｐＨに達するこ
とができる。８を超えるｐＨでは、上記の酵素は皮脂の染みに対して増大した有効性を示
すことができ、その結果、染み除去指数（Stain Removal Index、ＳＲＩ）によって示さ
れるように、染み除去が２０～３０％増加すると考えられる。具体的には、上記の表に示
されたように、同様のｍｇ／ｇの酵素濃度を有する水溶性フィルムで構築された単位用量
物品（サンプルＡ）に対して、サンプルＣは、他のサンプルに対して人工皮脂の除去につ
いてのＳＲＩの増加を示す。
【０１７９】
　試験方法
　坪量試験法
　±０．００１ｇの感度限界の上皿化学天秤を使用して、１２個の使用可能なユニットを
積み重ねて繊維構造体の坪量を測定する。風防を使用して、天秤を気流及び他の外乱から
保護する。３．５００インチ±０．００３５インチ×３．５００インチ±０．００３５イ
ンチと測定された精密切断ダイを使用して、全てのサンプルを調製する。
【０１８０】
　精密切断用金型を用いて、サンプルを正方形に切断する。切断した正方形をまとめて、
サンプル１２個の厚さに積み重ねる。積み重ねたサンプルの質量を測定し、結果を０．０
０１ｇ単位で記録する。
【０１８１】
　以下のように、ｌｂｓ／３０００ｆｔ２又はｇ／ｍ２で坪量を計算する。
　坪量＝（積み重ねたサンプルの質量）／［（積み重ねたサンプル内の正方形１個の面積
）×（積み重ねたサンプル内の正方形の数）］
　例えば、
　坪量（ｌｂｓ／３０００ｆｔ２）＝［［積み重ねたサンプルの質量（ｇ）／４５３．６
（ｇ／ｌｂｓ）］／［１２．２５（ｉｎ２）／１４４（ｉｎ２／ｆｔ２）×１２］］×３
０００又は、
　坪量（ｇ／ｍ２）＝積み重ねたサンプルの質量（ｇ）／［７９．０３２（ｃｍ２）／１
０，０００（ｃｍ２／ｍ２）×１２］
【０１８２】
　結果を０．１ｌｂｓ／３０００ｆｔ２又は０．１ｇ／ｍ２単位で報告する。積み重ねた
サンプルの面積の少なくとも１００平方インチになるように、上述のものと同様の精密カ
ッターを使用してサンプル寸法を変更又は変動させてもよい。
【０１８３】
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　厚さ試験法
　各切断されたサンプルがＶＩＲ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｔｈｉｃｋｎｅｓｓ　Ｔｅｓ
ｔｅｒ　Ｍｏｄｅｌ　ＩＩ（Ｔｈｗｉｎｇ－Ａｌｂｅｒｔ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙ（Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，ＰＡ）から入手可能）のロードフット搭載面よ
りも大きなサイズになるように、繊維構造体サンプルから５つのサンプルを切り取ること
によって、繊維構造体の厚さを測定する。典型的に、ロードフット搭載面は、約３．１４
ｉｎ２の円形表面積を有する。サンプルを水平な平面とロードフット搭載面との間に固定
する。ロードフット搭載面は、１５．５ｇ／ｃｍ２の拘束圧をサンプルに印加する。各サ
ンプルの厚みは、平面とロードフット搭載面との間に生じるギャップである。厚みは、５
つのサンプルの平均の厚みとして計算される。結果をミリメートル（ｍｍ）で報告する。
【０１８４】
　粒度分布試験法
　粒度分布試験を実施して、粒子の特徴的なサイズを求める。これは、分析に使用される
篩サイズ及び篩時間のための更なる規格と共に、１９８９年５月２６日に承認されたＡＳ
ＴＭ　Ｄ　５０２－８９「Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｔｅｓｔ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｆｏｒ　Ｐａｒ
ｔｉｃｌｅ　Ｓｉｚｅ　ｏｆ　Ｓｏａｐｓ　ａｎｄ　Ｏｔｈｅｒ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ
」を使用して実施される。第７章「Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｕｓｉｎｇ　ｍａｃｈｉｎｅ－
ｓｉｅｖｉｎｇ　ｍｅｔｈｏｄ」に従って、本明細書で言及される粒径の範囲を網羅する
ために、米国標準（ＡＳＴＭ　Ｅ　１１）篩＃４（４．７５ｍｍ）、＃６（３．３５ｍｍ
）、＃８（２．３６ｍｍ）、＃１２（１．７ｍｍ）、＃１６（１．１８ｍｍ）、＃２０（
８５０ｕｍ）、＃３０（６００ｕｍ）、＃４０（４２５ｕｍ）、＃５０（３００ｕｍ）、
＃７０（２１２ｕｍ）、＃１００（１５０ｕｍ）を含む清潔な乾燥した篩の入れ子を必要
とする。規定された機械篩い法が、上記の入れ子状の篩と共に使用される。好適な篩振盪
機は、Ｗ．Ｓ．Ｔｙｌｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｏｈｉｏ，Ｕ．Ｓ．Ａ．）から入手するこ
とができる。篩振盪試験サンプルは約１００グラムであり、５分間振盪される。
【０１８５】
　各篩のマイクロメートルサイズの開口部を対数横軸に対してプロットし、累積質量パー
セント（Ｑ３）を線形縦軸に対してプロットする片対数プロット上に、データをプロット
する。上記データ表現の例は、ＩＳＯ　９２７６１：１９９８、「Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａ
ｔｉｏｎ　ｏｆ　ｒｅｓｕｌｔｓ　ｏｆ　ｐａｒｔｉｃｌｅ　ｓｉｚｅ　ａｎａｌｙｓｉ
ｓ－Ｐａｒｔ　１：Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ」の図Ａ．４に
記載されている。特徴的な粒径（Ｄｘ）は、この発明の目的において、累積質量パーセン
トがｘパーセントと等しい点における横軸値として定義され、以下の式を使用してｘ％値
の直上（ａ）及び直下（ｂ）のデータ点間の直線補間によって計算される。
　Ｄｘ＝１０＾［Ｌｏｇ（Ｄａ）－（Ｌｏｇ（Ｄａ）－Ｌｏｇ（Ｄｂ））×（Ｑａ－ｘ％
）／（Ｑａ－Ｑｂ）］
　（式中、Ｌｏｇは、１０を底とする対数であり、Ｑａ及びＱｂは、それぞれｘ百分位数
の直上及び直下の測定データの累積質量百分位数であり、Ｄａ及びＤｂは、これらデータ
に対応するマイクロメートル篩サイズ値である。）
【０１８６】
　例のデータ及び計算：
【０１８７】
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【表３】

【０１８８】
　Ｄ１０（ｘ＝１０％）の場合、ＣＭＰＦが１０％（Ｄａ）の直上にあるミクロン篩サイ
ズ（Ｄａ）は３００μｍであり、直下にあるスクリーン（Ｄｂ）は２１２μｍである。１
０％の直上の累積質量（Ｑａ）は１５．２％であり、直下（Ｑｂ）は６．８％である。
　Ｄ１０＝１０＾［Ｌｏｇ（３００）－（Ｌｏｇ（３００）－Ｌｏｇ（２１２））×（１
５．２％－１０％）／（１５．２％－６．８％）］＝２４２ｕｍ
【０１８９】
　Ｄ５０（ｘ＝５０％）の場合、ＣＭＰＦが５０％（Ｄａ）の直上にあるミクロン篩サイ
ズ（Ｄａ）は１１８０μｍであり、直下にあるスクリーン（Ｄｂ）は８５０μｍである。
９０％の直上の累積質量（Ｑａ）は９９．３％であり、直下（Ｑｂ）は８９．０％である
。
　Ｄ５０＝１０＾［Ｌｏｇ（６００）－（Ｌｏｇ（６００）－Ｌｏｇ（４２５））×（６
０．３％－５０％）／（６０．３％－３２．４％）］＝５２８ｕｍ
【０１９０】
　Ｄ９０（ｘ＝９０％）の場合、ＣＭＰＦが９０％（Ｄａ）の直上にあるミクロン篩サイ
ズ（Ｄａ）は６００μｍであり、直下にあるスクリーン（Ｄｂ）は４２５μｍである。５
０％の直上の累積質量（Ｑａ）は６０．３％であり、直下（Ｑｂ）は３２．４％である。
　Ｄ９０＝１０＾［Ｌｏｇ（１１８０）－（Ｌｏｇ（１１８０）－Ｌｏｇ（８５０））×
（９９．３％－９０％）／（９９．３％－８９．０％）］＝８７８ｕｍ
【０１９１】
　直径試験法
　走査型電子顕微鏡（Scanning Electron Microscope、ＳＥＭ）又は光学顕微鏡、及び画
像解析ソフトウェアを使用して、離散繊維要素又は繊維構造体内の繊維要素の直径を求め
る。繊維要素を測定のために適切に拡大するように、２００～１０，０００倍の倍率を選
択する。ＳＥＭを使用する場合には、電子ビーム中での繊維要素の帯電及び振動を避ける
ために、サンプルを金又はパラジウム化合物でスパッタリングする。ＳＥＭ又は光学顕微
鏡を用いて得られた画像（モニタースクリーン上）から繊維要素の直径を測定するにはマ
ニュアルの手順を用いる。マウス及びカーソルツールを使用して、ランダムに選択された
繊維要素の縁部を探し、その後、その幅（すなわち、その点における繊維要素の方向に対
して垂直な）にわたって繊維要素の他方の縁部まで測定する。目盛り付きの較正された画
像解析ツールにより、μｍ単位で実際の読取値を取得するための目盛りが提供される。繊
維構造体内の繊維要素については、ＳＥＭ又は光学顕微鏡を用いて、繊維構造体のサンプ
ル全体からいくつかの繊維要素をランダムに選択する。繊維構造体の少なくとも２つの部
分を切り取り、この方法で試験する。統計解析のために、このような測定を全部で少なく
とも１００回実施し、次いで、全てのデータを記録する。記録したデータを用いて、繊維
要素の直径の平均値（平均）、繊維要素の直径の標準偏差、及び繊維要素の直径の中央値
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を計算する。
【０１９２】
　別の有用な統計は、特定の上限よりも小さい繊維要素の集合の量の算出である。この統
計値を決定するために、繊維要素の直径の結果のいくつが上限よりも小さいかをカウント
するようにソフトウェアをプログラムし、そのカウント（データの合計数で除し、１００
％を掛ける）を、上限よりも小さいパーセント（例えば直径が１マイクロメートル未満の
パーセント又はサブミクロン％）として、パーセントで記録する。本発明者らは、個々の
円形繊維要素に関し測定された直径（μｍで）をｄｉとして表す。
【０１９３】
　繊維要素が非円形断面を有する場合、繊維要素の直径の測定値は、水力直径として求め
られ、水力直径と等しいものと設定される。水力直径とは繊維要素の断面積を４倍して、
繊維要素の断面の周囲長さ（中空の繊維要素の場合は外周囲長さ）で除したものである。
数－平均直径、あるいは平均直径は、以下のとおりに計算する：
【０１９４】

【数１】

【０１９５】
　ＱＢ０２６２５のためのマイクロＣＴ法
　７μｍの等方性空間分解能でデータセットを取得することができるマイクロＣＴ　Ｘ線
走査機器を使用して、試験するサンプルを撮像する。好適な機器の一例は、以下の設定で
作動するＳＣＡＮＣＯシステムモデル５０マイクロＣＴスキャナ（Ｓｃａｎｃｏ　Ｍｅｄ
ｉｃａｌ　ＡＧ，Ｂｒｕｔｔｉｓｅｌｌｅｎ，Ｓｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ）である；エネル
ギーレベル：１３３μＡにおいて４５ｋＶｐ；投影：３０００；視野：３５ｍｍ；積分時
間：７５０ｍｓ；４回の平均；及びボクセルサイズ：７μｍ。
【０１９６】
　一方の封止された縁部から他方の端部までの線を切断して、２つの完全な封止された縁
部が交わる先端部の下が約２０ｍｍの三角形を形成することによって、分析する試験サン
プルを調製し、得られた切断面は、長さ約２８ｍｍである。調製されたサンプルを、低減
衰サンプル調製用取付発泡体の環の間に交互に重ねて平らに置き、走査のために直径３５
ｍｍのプラスチック円筒管内に取り付ける。取り付けられた切断サンプル全ての体積全体
がデータセットに含まれるように、サンプルの走査を取得する。
【０１９７】
　サンプル内の繊維、粒子、及び空隙空間の体積百分率を確実にかつ繰り返し測定するた
めに、粒子、繊維、及び空隙空間を定性的に評価することができる３Ｄスラブのデータを
作成する製品の断面からサンプルの小さなサブボリュームを抽出する。この体積のデータ
を包含するマスクを作成する。マスクは、空隙体積測定値をバイアスする製品の外部に空
隙要素を含んでいてはならない。更に、分析のために選択される製品の領域は、製品上の
物理的ランドマークからの一定距離に基づく。
【０１９８】
　体積の内部を３つの領域：１）粒子、２）繊維、及び３）空隙空間に分けるために、こ
れら３つの領域を最適に分離する自動閾値化アルゴリズムを利用する。粒子は繊維よりも
高密度であるので、セグメント化粒子のわずかな拡張の追加工程も実行すべきである。こ
れにより、粒子の表面における予想される部分体積平均を考慮することができる。次いで
、拡張されたセグメント化粒子は、計算された総体積を有することができる。次いで、下
限閾値を使用して空気から繊維を分離する。繊維体積は、下限閾値を上回るボクセルの共
通集合（intersection）であり、粒子領域の一部ではない。最後に、次いで、繊維及び粒
子体積の和集合（union）から全体的なマスク体積を減じることによって空隙容積が得ら
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れる。
【０１９９】
　この１つの実行は、２つのソフトウェアプラットフォーム：Ａｖｉｚｏ　９．２．０及
びＭａｔｌａｂ　Ｒ２０１６ｂ（いずれもＷｉｎｄｏｗｓ　６４ｂｉｔワークステーショ
ンで実行される）の使用をとおして行われる。この場合、Ｓｃａｎｃｏ　ｍＣＴ５０　３
Ｄ　Ｘ線マイクロＣＴスキャナからデータを収集し、７マイクロメートルボクセルの解像
度でデータを収集した。走査及び画像再構成が完了した後、スキャナは、ＩＳＱファイル
と称される１６ビットのデータセットを作成し、ここで、グレーレベルはＸ線減衰の変化
を反映し、ひいては、材料密度に関連する。この場合、ＩＳＱはかなり大きく、５０３８
×５０３８×１３２６の寸法である。
【０２００】
　ＩＳＱファイルを、Ａｖｉｚｏ　９．２．０に読み込む。０．１５のスケーリング係数
を用いて８ビットに変換する。１１ｍｍだけオフセットされた１つの角部に対して斜めで
あるサブボリュームを選択する。分析のために厚さ３．５ｍｍのスラブを選択する。
【０２０１】
　ロバストな自動閾値化スキームを適用するために、３つのサンプルのそれぞれからの断
面スライスをＭａｔｌａｂ　Ｒ２０１６Ｂに読み込む。次いで、「ｍｕｌｔｉｔｈｒｅｓ
ｈ（）」と呼ばれる関数を使用して、セグメントをＮ個の異なる領域（この例ではＮ＝２
である）に分割する。この関数は、画像ヒストグラムの分布に基づいて最適なセグメント
化を提供する、「大津の手法」と呼ばれる周知のアルゴリズムに基づく。次いで、３つの
サンプルのこれらの閾値の平均値を選択した。この例では、繊維から粒子を分離する閾値
は１２４であり、空気から繊維を分離する閾値は４８であった。半径１の球状構造化要素
を使用する更なる拡張を、セグメント化された粒子データにおいて使用して、部分体積平
均を補償する。次いで、Ａｖｉｚｏにおけるヒストグラム関数によって、繊維及び粒子及
び総マスク体積に関連する総体積の計算が可能になる。次いで、総マスク体積から繊維及
び粒子の体積を減じることから空隙体積が得られる。次いで、更なる分析又は可視化のた
めに、これら結果をＥｘｃｅｌに転送してもよい。
【０２０２】
　洗浄残渣試験法
　洗浄残留試験は、布地上の洗剤残渣を定性的に測定する。各試験は、４つの比較製品サ
ンプルを含み、各製品サンプルについて４回繰り返す。試験には、５０°Ｆ＋／－１°Ｆ
に設定された水温制御システムに接続されたＷｈｉｒｌｐｏｏｌ　Ｄｕｅｔ洗濯機（型番
ＷＦＷ　９２００　ＳＱＯ２）を使用する。
【０２０３】
　黒色のビロードポーチは、Ｅｑｕｅｓｔ　Ｕ．Ｋ．（電話番号（０１２０７）５２９９
２０）から供給されている。
　１．材料供給源：Ｄｅｎｈｏｌｍｅ　Ｖｅｌｖｅｔｓ，Ｈａｌｉｆａｘ　Ｒｏａｄ，Ｄ
ｅｎｈｏｌｍｅ，Ｂｒａｄｆｏｒｄ，Ｗｅｓｔ　Ｙｏｒｋｓｈｉｒｅ，Ｅｎｇｌａｎｄ　
ＢＤ１３４ＥＺ（電話番号（０１２７４）８３２６４６）。
　２．材料の種類：１５０ｃｍのＣ．Ｒ．Ｃｏｔｔｏｎ　Ｐｉｌｅ　Ｖｅｌｖｅｔ、品質
８８９７、黒色、７２％綿、２８％モダール。
　３．Ｅｑｕｅｓｔの縫合説明書：２３．５ｃｍ×４７ｃｍの黒色のビロードの矩形を切
り取る。黒色のビロードの矩形を折り畳んで、内側がビロードの正方形を作る。オーバー
ロックステッチを使用し、正方形を２つの側面に沿って縫い付け、１つの開いた縁部を残
す。ブランク識別ラベル（３×３ｃｍの平らな綿）を片側に縫い付ける。
【０２０４】
　試験準備：
　１．１つの開いている縁部において、ビロードが外側に来るようにポーチを裏返す。
　２．製品コード及び内部／外部複製をマジックインキで識別ラベルに書き込む。
　３．通常／中程度の汚れ及び通常／中程度の水硬度に対する水溶性単位用量製品の推奨
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される用量を、黒色ビロードポーチの右後角部に置く。
　４．黒色ポーチの開放端部を２ｃｍの継ぎ目で折り畳み、開口部の全長に沿って幅２ｃ
ｍの継ぎ目の中央において縫い目で閉じる。
　５．合計で試験製品当たり４つの複製物を有するように、これら工程を繰り返す。
　６．黒色ポーチを洗濯機に入れ、以下のとおり洗浄する。
【０２０５】
　黒色ポーチの洗浄：
　４つの黒色ビロードポーチを、交互に、図６に示すとおり、水溶性単位用量製品が全て
互いに隣接するように互いに重ねて配置する。配置されたポーチをドラムの後部に置く。
【０２０６】
　洗濯機をオンにし、デリケートな洗浄プログラムに設定し、５０°Ｆ＋／－１°Ｆ（水
温制御システムを介して）及び硬度６ｇｐｇの混合水を使用し、追加のバラスト負荷は加
えない。洗濯機で、洗浄サイクル全体を行う。洗浄サイクルの終了時に、ポーチを洗濯機
から取り出し、確実に残渣を全くこぼさないように、３つの側面（折り畳まれた側を除い
て全て）に沿って開ける。
【０２０７】
　開けた直後にポーチを等級付けする。２人の独立した採点者の等級を記録する。データ
をラテン方格法として分析し、分析は、洗濯機及び製品位置を統計モデルに組み込む。最
小二乗平均及び９５％信頼上限区間を構築する。水溶性単位用量製品は、平均目盛り単位
の周りの９５％片側信頼上限区間が１未満である場合、試験に合格したとみなされる。
【０２０８】
　洗浄後の袋の中／上に残っている残渣の目視観測によって等級付けを行う。
　以下の定性的尺度に従って黒色ポーチを等級付けする：
　０＝残渣なし
　０．５＝最大直径１ｃｍの非常に小さいスポット
　１＝それぞれ最大直径２ｃｍの最高３つの小さな拡散スポット、スポットは平坦（すな
わちフィルム様）かつ半透明である。
　２＝それぞれ直径２ｃｍの３つを超える小さな拡散スポット、最大で黒色のポーチ全体
が平坦な半透明の残渣で覆われる。
　２．５＝直径１ｃｍ未満の小さな不透明残渣（すなわち、ゲル様）。
　３＝直径１ｃｍ～２ｃｍの不透明残基（例えば、ゲル様）。
　４＝直径３ｃｍ～４ｃｍの不透明残基（例えば、ゲル様）。
　５＝直径４～６ｃｍの直径を有する厚いゲル様残渣。
　６＝直径＞６ｃｍの直径を有する厚いゲル様残渣。
　７＝製品は、実質的に溶解せず、残渣は、軟らかくゲル様である。
　８＝製品は、実質的に溶解せず、残渣は、硬く弾性であり（シリコーンのような感触）
、グレード８は、製品が汚染されていた可能性があることを示すため、特別である。
【実施例】
【０２０９】
　１．塩基ｐＨ調整剤及び少なくとも１つのプロテアーゼ酵素を含む水溶性繊維構造体を
含む、水溶性単位用量物品。
　２．当該少なくとも１つのプロテアーゼが、約６．５～約１１．５の等電点を有する、
段落Ａに記載の水溶性単位用量物品。
　３．当該少なくとも１つのプロテアーゼが、約９～１０の等電効果を有する、段落Ｂに
記載の水溶性単位用物品。
　４．当該塩基ｐＨ調整剤が、硫酸イオン、リン酸二水素イオン、フッ化物イオン、亜硝
酸イオン、酢酸イオン、炭酸水素イオン、硫化水素イオン、アンモニア、炭酸イオン、水
酸化物イオン、及びこれらの組み合わせを含む群から選択される、段落Ａ～Ｃのいずれか
１つに記載の水溶性単位用量物品。
　５．当該塩基ｐＨ調整剤が、水酸化物イオンを含む、段落Ａ～Ｄのいずれか１つに記載
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の水溶性単位用量物品。
　６．当該１つ以上のプロテアーゼ酵素が、メタロプロテアーゼ、中性プロテアーゼ、ア
ルカリ性プロテアーゼ、セリンプロテアーゼ、及びこれらの組み合わせからなる群から選
択される、段落Ａ～Ｅのいずれか１つに記載の水溶性単位用量物品。
　７．当該プロテアーゼが、動物、植物、又は微生物起源である、段落Ｆに記載の水溶性
単位用量物品。
　８．当該プロテアーゼが、メタロプロテアーゼ又はセリンプロテアーゼの遺伝子改変変
異体である、段落Ａ～Ｇのいずれか１つに記載の水溶性単位用量。
　９．当該水溶性単位用量が、１つ以上の非プロテアーゼ酵素を更に含み、当該１つ以上
の非プロテアーゼ酵素が、リパーゼ、アミラーゼ、セルラーゼ、キシログルカナーゼ、及
びこれらの組み合わせからなる群から選択される、段落Ａ～Ｈのいずれか１つに記載の水
溶性単位用量物品。
　１０．当該水溶性単位用量が、約１０重量％～約８０％のアルキルアルコキシル化サル
フェートを含む、段落Ａ～Ｉのいずれか１つに記載の水溶性単位用量物品。
　１１．各繊維要素が、乾燥繊維要素基準で約１０重量％～約９０重量％の、界面活性剤
、ビルダー、ポリマー分散剤、酵素、酵素安定剤、漂白系、増白剤、色相剤、キレート剤
、抑泡剤、コンディショニング剤、保湿剤、香料、香料マイクロカプセル、充填剤又はキ
ャリア、アルカリ性系、ｐＨ制御系、緩衝剤、アルカノールアミン、蚊忌避剤、及びこれ
らの混合物からなる群から選択される活性剤、好ましくは界面活性剤を含む、段落Ｊに記
載の水溶性単位用量物品。
　１２．当該アルキルアルコキシル化サルフェート界面活性剤が、好ましくは約１～約３
．５、より好ましくは約１～約３、更により好ましくは約１～約２の平均エトキシル化度
を有するアルキルエトキシル化界面活性剤である、段落Ｉ～Ｊのいずれか１つに記載の水
溶性単位用量物品。
　１３．当該アルキルアルコキシル化サルフェートが、約１０個～約１６個の炭素原子、
好ましくは約１２個～約１５個の炭素原子、更により好ましくは約１４個～約１５個の炭
素原子の平均アルキル鎖長を有する、段落Ｉ～Ｌのいずれか１つに記載の水溶性単位用量
物品。
　１４．当該アルキルアルコキシル化サルフェートが、約０．５～約３．０の平均エトキ
シル化度を有するエトキシル化Ｃ１２～Ｃ１８アルキルサルフェートである、段落Ｉ～Ｍ
のいずれか１つに記載の水溶性単位用量物品。
　１５．当該１つ以上のプロテアーゼ酵素及び１つ以上の他の酵素が、顆粒、スラリーへ
のスプレー、又はこれらの組み合わせとして当該物品内に組み込まれる、段落Ａ～Ｎのい
ずれか１つに記載の水溶性単位用量物品。
【０２１０】
　（実施例１）
　図３に示すように、第１の紡糸ビームを使用して繊維要素の第１の層を紡糸し、形成ベ
ルト上に回収する。次いで、繊維の第１の層を有する形成ベルトを、粒子添加システムで
改造された第２の紡糸ビームの下を通過させる。粒子添加システムは、第２の紡糸ビーム
から繊維要素の直下にある形成ベルト上のランディングゾーンに向かって粒子を実質的に
注入することができる。好適な粒子添加システムは、振動、ベルト又はスクリューフィー
ダーなどの粒子フィーダー、及びエアナイフ又は他の流動化搬送システムなどの射出シス
テムから組み立てられ得る。横断方向における粒子の一貫した分布を支援するために、好
ましくは、粒子が複合構造体の全幅にわたって送達されることを確実にするために、粒子
を紡糸ダイとほぼ同じ幅にわたって供給する。好ましくは、粒子フィーダーは、粒子供給
材料の破壊を最小限に抑えるために、出口を除いて完全に取り囲まれる。第２の紡糸ビー
ム下の形成ベルト上において粒子及び繊維要素が共衝突することによって、粒子パッキン
グが拡張され、繊維が粒子間孔に実質的に浸透する複合構造体が作り出される。
【０２１１】
　以下の表３に、繊維要素を作製するために使用される、本発明の乾燥した繊維組成物の
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非限定的な例を記載する。繊維要素を作製するために、好ましくは約４５％～６０％の固
形分含有量を有する水溶液を、図３に示すように１つ以上の紡糸ビームを通して加工する
。好適な紡糸ビームは、細長化空気流を有するキャピラリーダイと、形成ベルト上で衝突
する前に細長化した繊維を実質的に乾燥させるのに好適な乾燥空気流とを含む。
【０２１２】
【表４】

【０２１３】
　以下の表４に、本発明の粒子組成物の非限定的な例を記載する。粒子は、粉砕、噴霧乾
燥、凝集、押出、造粒、封入、錠剤化、及びこれらの任意の組み合わせを含む様々な好適
なプロセスによって作製され得る。添加前に１つ以上の粒子を一緒に混合してもよい。
【０２１４】

【表５】

【０２１５】
　得られた製品を表５に例示し、製品のための未希釈のシャーシ組成物を用いて、繊維及
び粒子成分（それぞれ表３及び４から）による製品シャーシの構造の詳細を提供する。香
料、酵素、抑泡剤、漂白剤などの他の製品補助材料をシャーシに添加してもよいことに留
意されたい。
【０２１６】
　各シャーシについての洗浄残渣試験等級を示す。シャーシは、かなりの比率のエトキシ
ル化アニオン性界面活性剤（ＡＥＳ）を有する多様な洗剤製品を例示する。
【０２１７】
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【表６】

【０２１８】
　実施例１の原材料
　ＬＡＳは、Ｓｔｅｐａｎ（Ｎｏｒｔｈｆｉｅｌｄ，Ｉｌｌｉｎｏｉｓ，ＵＳＡ）又はＨ
ｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｏｒｐによって供給されている、平均脂肪族炭素鎖長Ｃ１１～Ｃ１２

を有する直鎖アルキルベンゼンスルホネートである。ＨＬＡＳは、酸形態である。
【０２１９】
　ＡＥＳは、Ｓｔｅｐａｎ（Ｎｏｒｔｈｆｉｅｌｄ，Ｉｌｌｉｎｏｉｓ，ＵＳＡ）又はＳ
ｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｈｏｕｓｔｏｎ，ＴＸ，ＵＳＡ）によって供給されてい
る、Ｃ１２～１４アルキルエトキシ（３）サルフェート、Ｃ１４～１５アルキルエトキシ
（２．５）サルフェート、又はＣ１２～１５アルキルエトキシ（１．８）サルフェートで
ある。
【０２２０】
　ＡＳは、Ｓｔｅｐａｎ（Ｎｏｒｔｈｆｉｅｌｄ，Ｉｌｌｉｎｏｉｓ，ＵＳＡ）によって
供給されているＣ１２～１４サルフェート、及び／又は中鎖分枝状アルキルサルフェート
である。
【０２２１】
　分散剤ポリマー（Ｄｉｓｐ．ポリマー）は、分子量７０，０００であり、アクリレート
：マレアート比７０：３０である（ＢＡＳＦ（Ｌｕｄｗｉｇｓｈａｆｅｎ，Ｇｅｒｍａｎ
ｙ）から供給される。
【０２２２】
　ＰＥＧ－ＰＶＡｃポリマーは、ポリエチレンオキシド骨格鎖及び複数のポリ酢酸ビニル
側鎖を有する、ポリ酢酸ビニルグラフト化ポリエチレンオキシドコポリマーである。ポリ
エチレンオキシド骨格鎖の分子量は、約６０００であり、ポリエチレンオキシドのポリ酢
酸ビニルに対する重量比は、約４０～６０であり、５０のエチレンオキシド単位当たり１
個以下のグラフト点である。ＢＡＳＦ（Ｌｕｄｗｉｇｓｈａｆｅｎｍ，Ｇｅｒｍａｎｙ）
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【０２２３】
　エトキシル化ポリエチレンイミン（ＰＥ２０）は、－ＮＨ当たり２０のエトキシレート
基を有する、６００ｇ／モル分子量のポリエチレンイミンコアである。ＢＡＳＦ（Ｌｕｄ
ｗｉｇｓｈａｆｅｎｍ，Ｇｅｒｍａｎｙ）から入手可能。
【０２２４】
　本明細書において開示された寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限定される
ものとして理解されるべきではない。その代わりに、特に指示がない限り、そのような寸
法はそれぞれ、列挙された値とその値を囲む機能的に同等な範囲との両方を意味すること
が意図されている。例えば、「４０ｍｍ」と開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味す
ることが意図される。
【０２２５】
　明瞭にする目的のために、総「重量％」値は、１００重量％を超えない。
【０２２６】
　相互参照される文書又は関連特許若しくは出願を含めた、本明細書に引用される全ての
文書は、明示的に除外されるか又は特に限定されない限り、参照することによりその全体
が本明細書に組み込まれる。いかなる文献の引用も、本明細書中で開示又は特許請求され
る任意の発明に対する先行技術であるとはみなされず、あるいはそれを単独で又は他の任
意の参考文献（単数又は複数）と組み合わせたときに、そのようないかなる発明も教示、
示唆又は開示するとはみなされない。更に、本文書における用語の任意の意味又は定義が
、参照により組み込まれた文書内の同じ用語の任意の意味又は定義と矛盾する場合、本文
書においてその用語に与えられた意味又は定義が適用されるものとする。
【０２２７】
　本発明の特定の実施例及び／又は実施形態について図示し説明したが、本発明の趣旨及
び範囲から逸脱することなく、他の様々な変更及び修正を実施できることが当業者には明
白であろう。したがって、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を、添付
の特許請求の範囲に網羅することが意図されている。
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